
ス
タ
ー
リ
ン
の
日
本
人
送
還
政
策
と
日
本
の
冷
戦
へ
の
道

（
三
・
完
）

横

手

慎

二

は
じ
め
に

一

ソ
連
支
配
地
域
の
日
本
人
救
済
問
題

二

本
国
送
還
を
め
ぐ
る
交
渉

三

送
還
協
定
の
成
立

四

送
還
開
始
と
冷
戦
の
波
及

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
二
巻
九
号
）

五

送
還
の
中
断
と
そ
の
背
景
（
一
）

六

送
還
の
中
断
と
そ
の
背
景
（
二
）

七

米
ソ
対
立
の
中
の
抑
留
問
題

…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
二
巻
十
号
）

八

未
帰
還
者
を
め
ぐ
る
攻
防

九

戦
後
日
本
の
対
ソ
政
策
の
確
立

結

語

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）

八

未
帰
還
者
を
め
ぐ
る
攻
防

一
九
四
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
米
ソ
対
立
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
中
国
大
陸
で
は
中
国
共
産
党
が
急
激
に
支
配
地
域
を
拡
大

し
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
日
本
国
内
で
は
一
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
民
主
自
由
党

が
二
六
四
議
席
と
い
う
絶
対
的
多
数
を
確
保
し
た
半
面
、
共
産
党
が
前
回
の
四
議
席
か
ら
九
倍
近
く
議
席
を
増
大
さ
せ
た
。
以
上
の

ご
と
き
状
況
は
、
共
産
党
批
判
に
繋
が
る
抑
留
問
題
を
一
段
と
尖
鋭
な
政
治
的
争
点
と
し
た
。
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こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
三
月
一
七
日
に

G
H
Q

の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
同
日
付
で
対
日
理
事
会
ソ
連
代
表
部
に
書
簡
を

送
り
、
日
本
人
抑
留
者
の
送
還
の
再
開
時
期
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
発
表
し
た
。
そ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ

の
書
簡
の
中
で
今
冬
は
例
年
に
な
く
暖
か
い
の
で
、
昨
年
よ
り
も
早
く
抑
留
日
本
人
の
輸
送
が
再
開
で
き
る
は
ず
だ
と
指
摘
し
た
。

こ
の
事
実
を
伝
え
た
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
ソ
連
政
府
は
こ
れ
ま
で
毎
月
五
万
人
を
送
還
す
る
と
い
う
規
定
を
守
っ
て
お
ら
ず
、
現

在
ま
で
平
均
し
て
月
三
万
四
千
人
余
り
し
か
送
還
し
て
い
な
い
と
す
る
非
難
の
言
葉
を
付
け
加
え
た
。

こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
四
月
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
吉
田
首
相
は
経
済
再
建
の
課
題

を
説
明
し
た
後
に
、
特
に

海
外
同
胞

の
引
き
揚
げ
問
題
を
取
り
上
げ
、

い
ま
だ
な
お
四
十
余
万
の
同
胞
が
、
厳
寒
の
地
に
四

た
び
越
冬
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
て
お
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と

で
あ
る
と
発
言
し
た
。
そ
こ
に
は
、
抑
留
さ
れ
て
い
る

日
本
人
の
送
還
を
ソ
連
側
に
懇
請
す
る
と
い
う
姿
勢
は
な
か
っ
た
。
吉
田
は
戦
勝
国
と
被
占
領
国
の
関
係
を
こ
と
さ
ら
に
無
視
し
て
、

あ
た
か
も
義
務
不
履
行
の
問
題
で
あ
る
か
の
如
き
言
い
回
し
で
遺
憾
の
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
批
判
の
行
動
は
さ
ら
に
続
き
、
二
五
日
に
ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
、
対
日
理
事
会
代
表
代
理
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ソ
連
代
表
デ
レ
ヴ

ャ
ン
コ
に
同
日
付
で
書
簡
を
送
り
、
こ
れ
ま
で
ソ
連
当
局
が
秘
匿
し
て
き
た

日
本
人
捕
虜
の
死
亡
、
失
踪
、
及
び
重
大
な
病
気
の

記
録
に
つ
い
て
の
適
切
な
情
報

を
最
高
司
令
官
に
提
供
す
る
よ
う
求
め
た
と
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
送
還
が
再
開
さ
れ

れ
ば
一
九
四
九
年
中
に
完
了
す
る
と
予
測
さ
れ
る
中
で
、
ソ
連
側
が
言
及
を
拒
ん
で
き
た
問
題
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

翌
二
六
日
に
衆
議
院
は
、

海
外
同
胞
引
揚
促
進
並
び
に
引
揚
者
援
護
に
関
す
る
決
議

を
採
択
し
た
。
決
議
文
に
は

ソ
連

と
い
う
言
葉
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
趣
旨
説
明
に
立
っ
た
中
山
マ
サ
議
員
は

シ
ベ
リ
ヤ
方
面
三
十
二
万
四
千
五
百

余
名
、
樺
太
・
千
島
方
面
八
万
四
千
名
、
満
州
方
面
六
万
名

の
人
々
が
今
も
な
お

抑
留
生
活
を
続
け
て
い
る

と
発
言
し
、
ソ

連
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
人
々
の
帰
還
促
進
が
こ
の
決
議
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は
、

共
産
主
義
者
は
自
分
た
ち
を
西
欧
の

植
民
的
野
望

と
戦
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う

ア
ジ
ア
の
自
由

の
擁
護
者
だ
と
描
い
て
い
る
が
、
当
地
で
は
ソ
連
は
シ
ベ
リ
ア
の
監
獄
に
お
け
る
日
本
人
の
高
い
死
亡
率
が

暴
か
れ
る
の
を
嫌
っ
て
、
一
貫
し
て
日
本
人
捕
虜
の
本
国
送
還
を
遅
ら
せ
て
き
た
と
い
う
確
信
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る

と
書

い
た
。
記
事
を
書
い
た
ア
メ
リ
カ
人
記
者
は
、
確
か
に
日
本
国
民
が
抱
い
て
い
た
ソ
連
に
対
す
る
不
信
感
を
捉
え
て
い
た
。
抑
留
者

の
中
に
多
数
の
死
者
が
出
て
い
る
と
い
う
噂
は
、
既
に
日
本
国
内
に
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
四
月
二
五
日
の
要
求
が
一
過
的
で
な
い
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
五
月
三
日
に
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
を
訪
問
し
、
上
記
の

ご
と
き
日
本
人
捕
虜
に
関
す
る
情
報
を
出
す
よ
う
迫
っ
た
。
彼
は
こ
の
問
題
で
ソ
連
を
追
い
詰
め
る
こ
と
を
自
己
の
任
務
と
み
な
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
か
ら
こ
う
し
た
働
き
か
け
を
受
け
て
い
た
は
ず
の
ソ
連
指
導
部
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
日
本
の
事

情
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
カ
タ
ソ
ノ
ワ
が
紹
介
す
る
ロ
シ
ア
外
務
省
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年
一
月
一
日
に
、
モ
ロ
ト

フ
外
相
は
グ
ロ
ム
イ
コ
次
官
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
提
起
し
て
い
る
冬
季
の
日
本
人
の
本
国
送
還
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
と

す
る
メ
モ
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
の
メ
モ
に
は
、
ソ
連
の
省
庁
が
ま
だ
日
本
人
抑
留
者
を
労
働
力
と
し
て
利
用
し
た
が
っ
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に

ア
メ
リ
カ
の
在
日
司
令
部
と
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
最
近
は
日
本
人
の
ソ
連
に
よ
る
本
国
送
還
の
問
題
を

提
起
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
我
々
は
こ
の
問
題
に
関
し
何
ら
か
の
緊
急
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い

と
述
べ
ら
れ

て
い
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
本
人
が
日
本
の
世
論
を
軽
視
し
て
こ
の
よ
う
な
文
書
を
作
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
在
日
ソ
連
代
表
部

が
日
本
人
抑
留
者
の
早
期
送
還
を
求
め
る
動
き
を
本
省
に
報
告
し
て
も
無
駄
だ
と
考
え
て
、
ま
と
も
な
報
告
を
モ
ス
ク
ワ
に
送
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
う
し
た
メ
モ
が
作
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
四
九
年
初
頭
の
時
点
で
ソ
連

指
導
部
は
、
抑
留
問
題
が
日
本
国
民
の
中
に
惹
起
し
て
い
た
反
ソ
感
情
の
高
ま
り
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
歴
史
的
事
実
に
限
ら
れ
な
い
。
カ
タ
ソ
ノ
ワ
は
以
上
の
ご
と
き
グ
ロ
ム
イ
コ
の
メ
モ
を
紹
介
し
た
後
に
、

実
際
に
ア
メ

リ
カ
人
は
長
い
休
止
期
間
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
、
ほ
ぼ
航
行
が
止
ま
っ
て
い
た
全
期
間
に
わ
た
っ
て
い
た

と
説
明
し
て
い
る
の
で
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あ
る
。
彼
女
は
、
ア
メ
リ
カ
側
は
四
月
二
五
日
付
の
シ
ー
ボ
ル
ト
書
簡
を
届
け
る
ま
で
、
ソ
連
側
に
何
の
問
い
合
わ
せ
も
し
な
か
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
年
は
三
月
に
輸
送
再
開
の
期
日
を
質
し
た
総
司
令
部
が
本
年
に
限
っ
て
何
も
せ
ず
に
時
期
を
過

ご
し
た
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
陰
謀
を
示
唆
す
る
よ
う
な
解
釈
で
、
理
解
で
き
な
い
。
上
記
の
三
月
一
七
日
付
の
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
書
簡
が
ロ
シ
ア
外
務
省
に
保
管
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
ス
タ
ー
リ
ン
指
導
部
に
と
っ
て
日
本
は
さ
し
て
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。

ソ
連
外
交
文
書
を
広
く
利
用
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
二
人
の
ロ
シ
ア
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
三
月
の
モ
ロ
ト
フ
外
相
の
更
迭
と
ヴ
ィ

シ
ン
ス
キ
ー
次
官
の
外
相
任
命
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
に
お
け
る
北
大
西
洋
条
約
（

N
A
T
O）
の
成
立
を
受
け
た
ソ
連
側
の
最
終

的
な
政
策
転
換
を
意
味
し
た
。

モ
ロ
ト
フ
の
姿
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
側
世
論
の
中
で
は
明
白
に
第
二

次
大
戦
期
の
協
力
を
具
現
化
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
た
め
に
、
ソ
連
の
安
全
保
障
に
直
接
影
響
を
与
え
る
こ

と
の
な
い
日
本
の
問
題
は
後
回
し
に
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

既
に
二
月
末
に
ソ
連
内
務
省
捕
虜
・
抑
留
者
総
局
第
一
局
に
お
い
て
開
か
れ
た
会
議
に
お
い
て
、
報
告
に
立
っ
た
労
働
利
用
課
長

チ
ェ
ル
ノ
フ
は
、
一
九
四
九
年
に
は
捕
虜
送
還
が
基
本
的
に
終
了
す
る
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
同
年
の
課
題
を
論
じ
て
い
た
。
日
本

人
も
こ
の
計
画
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た

）
。
つ
ま
り
、
ソ
連
指
導
部
は
二
月
末
ま
で
は
送
還
作
業
を
同
年
中
に
基
本
的
に
終
了
す
る
予

定
だ
と
関
連
機
関
に
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る

）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
側
は
五
月
に
入
っ
て
も
日
本
人
抑
留
者
の
輸
送
再
開
に
つ

い
て
発
表
し
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
指
導
部
は
、
外
交
政
策
の
転
換
に
伴
う
人
事
異
動
の
最
中
に
前
述
の
四
月
二
五
日
付
シ
ー
ボ

ル
ト
書
簡
を
受
け
取
り
、
日
本
人
抑
留
者
の
送
還
を
発
表
す
る
時
期
を
失
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
選
ん
だ

の
は
強
行
突
破
策
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
行
動
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
春
の
送
還
作
業
再
開
の
期
日
を
知
ら
せ
な
い
ま
ま
に
、

五
月
二
〇
日
付
の

プ
ラ
ウ
ダ

に
以
下
の
ご
と
き
タ
ス
報
道
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。

対
日
理
事
会
ソ
連
代
表
宛
て
に
届
い
た
日
本
人
捕
虜
の
ソ
連
領
か
ら
の
送
還
事
業
の
終
了
時
期
に
つ
い
て
の
質
問
を
考
慮
し
、
ソ
連
閣
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僚
会
議
捕
虜
担
当
全
権
局
は
以
下
の
ご
と
き
通
知
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

捕
虜
と
な
っ
た
日
本
軍
将
兵
五
九
万
四
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
七
万
八
八
〇
人
は
一
九
四
五
年
に
戦
闘
地
域
で
直
接
に
釈
放
さ
れ
た
。
四
一

万
八
一
六
六
人
が
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
か
ら
今
日
ま
で
に
日
本
に
送
還
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
五
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
期
間
に
、
戦

犯
容
疑
で
現
在
取
り
調
べ
が
な
さ
れ
て
い
る
若
干
の
集
団
を
除
き
、
残
り
の
九
万
五
〇
〇
〇
人
の
全
捕
虜
が
本
国
に
送
還
さ
れ
る
。

日
本
人
捕
虜
と
民
間
人
の
本
国
送
還
の
た
め
に
ソ
連
政
府
が
負
担
し
た
費
用
は
、
対
日
理
事
会
ソ
連
代
表
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
司
令

部
の
間
で
一
九
四
六
年
一
二
月
一
九
日
に
締
結
さ
れ
た
送
還
協
定
に
従
っ
て
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

）
。

こ
こ
で
計
算
の
基
数
と
さ
れ
て
い
る
五
九
万
四
〇
〇
〇
人
と
い
う
人
数
は
、
一
九
四
五
年
九
月
一
二
日
付
の

プ
ラ
ウ
ダ

に
発

表
し
た
拘
留
日
本
人
将
兵
の
数
で
あ
ろ
う
。
今
度
の
発
表
で
は
、
そ
の
全
員
を
ソ
連
に
連
行
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
釈
放
し

た
者
を
除
く
五
二
万
三
〇
〇
〇
人
余
り
を
連
行
し
た
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
四
一
万
八
一
六
六
人
は
既
に
日
本
に
送
還
し
た
の

で
、
一
九
四
九
年
の
時
点
で
ソ
連
国
内
に
残
留
し
て
い
る
の
は
一
九
四
九
年
中
に
日
本
に
送
還
さ
れ
る
予
定
の
九
万
五
〇
〇
〇
人
と
、

引
き
続
き
残
す
予
定
の
戦
犯
容
疑
者
を
併
せ
た
一
〇
万
五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
人
数
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
こ
こ
に
は
軍
人
・
軍
属
以
外
の
抑
留
日
本
人
に
つ
い
て
何
も
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
抑
留
中
に
死
亡
し
た
日
本
人
に

つ
い
て
も
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
発
表
の
仕
方
と
内
容
の
双
方
で
、
日
本
政
府
と
日
本
国
民
を
困
惑
さ
せ
た
。
す
ぐ
に
注
目
さ
れ

た
の
は
、
ソ
連
報
道
で
示
さ
れ
た
残
留
日
本
人
数
が
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
て
き
た
人
数
と
大
き
く
食
い
違
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
総
司
令
部
と
日
本
政
府
が
ソ
連
残
留
日
本
人
数
と
し
て
発
表
し
て
い
た
人
数
は
、
先
に
引
用
し

た
中
山
マ
サ
衆
議
院
海
外
同
胞
引
揚
特
別
委
員
会
委
員
長
の
発
言
に
あ
る

シ
ベ
リ
ヤ
方
面
三
十
二
万
四
千
五
百
余
名
、
樺
太
・
千

島
方
面
八
万
四
千
名

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

）
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

日
本
人
捕
虜

と
一
般
邦
人
を
含
む
人
数
で
あ
る
か
ら
、
ソ

連
側
の
報
道
が
一
般
邦
人
を
含
め
た
も
の
だ
と
解
釈
す
れ
ば
、
三
〇
万
三
五
〇
〇
人
余
り
の
差
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
上
記
の
如
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く
一
九
四
五
年
九
月
一
二
日
発
表
の

日
本
人
捕
虜

の
人
数
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
中
山
委
員
長
の
発
言
中
の

シ
ベ
リ
ヤ
方
面
三
十
二
万
四
千
五
百
余
名

が
ほ
ぼ
そ
れ
に
対
応
す
る
の
で
、
今
回
の
ソ
連
側
の
発
表
は
そ
れ
よ
り
二
二
万
人
近

く
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
こ
の
人
数
の
違
い
が
以
後
日
本
国
内
で
論
議
の
的
と
な
っ
た
。

ま
ず
二
一
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
は
、
ソ
連
側
が
発
表
し
た
数
字
に
つ
い
て
外
務
省
倭
島
委
員
（
管
理
局
長
）
が
意
見
を
求

め
ら
れ
た
。
彼
は
タ
ス
報
道
の
数
字
に
つ
い
て
は
コ
メ
ン
ト
を
控
え
た
い
と
答
え
る
の
み
で
あ
っ
た

）
。
ソ
連
代
表
部
に
お
い
て
同
日

午
後
に
記
者
会
見
に
応
じ
た
グ
リ
ン
キ
ン
も
、
ソ
連
側
は

最
高
総
司
令
官
や
日
本
の
統
計
に
責
任
は
な
い

と
応
じ
た

）
。
双
方
と

も
、
突
如
示
さ
れ
た
報
道
に
対
処
す
る
用
意
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
社
会
の
関
心
は
き
わ
め
て
高
く
、
こ
う
し
た
発
言

で
沈
静
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
翌
二
二
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
は
、
緊
急
質
問
に
た
っ
た
中
山
マ
サ
議
員
が
総
司
令
部
の
発
表
し

て
き
た
残
留
日
本
人
数
の
基
礎
と
し
て
あ
る

シ
ベ
リ
ヤ
地
区
引
揚
対
象
基
本
数

七
〇
万
人
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
、
ま
た
ソ
連

側
の
発
表
に
死
亡
者
数
が
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
た
。
こ
れ
に
吉
田
の
代
理
を
務
め
た
林
譲
治
大
臣
は

従
来
の
発
表
の
通
り
約
四
〇
万
人
の
数
が
正
し
い
も
の
と
考
え
て
お
る

と
答
え
る
の
み
で
あ
っ
た

）
。
二
三
日
の
参
議
院
本
会
議

で
も
、
タ
ス
報
道
の
五
九
万
四
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
質
す
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
も
政
府
側

に
は
答
え
る
用
意
が
な
か
っ
た

）
。
中
山
議
員
の
質
問
で
示
さ
れ
た
七
〇
万
人
と
い
う
数
字
は
一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
参
戦
時
の
日

本
軍
在
満
兵
力
を
意
味
し
、
総
司
令
部
と
日
本
政
府
は
こ
れ
を
基
数
と
し
て
残
留
日
本
軍
将
兵
数
を
算
出
し
て
き
た
の
で
あ
る

）
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
質
問
は
ソ
連
側
ば
か
り
か
日
本
政
府
に
対
し
て
も
、
発
表
の
数
字
の
根
拠
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。

外
務
省
倭
島
管
理
局
長
は
こ
う
し
た
展
開
に
不
安
を
抱
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
二
六
日
に

読
売
新
聞

の
取
材
に
答
え

る
形
で
、

日
本
政
府
の
数
字
は
武
装
解
除
さ
れ
た
部
隊
の
軍
編
成
表
に
も
と
づ
き
戦
闘
中
に
死
亡
し
た
も
の
を
控
除
し
現
地
徴
集

さ
れ
た
も
の
を
加
え
た
も
の

で
、
信
頼
で
き
る
数
字
だ
と
主
張
し
た

）
。
し
か
し
こ
の
発
言
は
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
彼

が
取
っ
た
ソ
連
側
発
表
に
コ
メ
ン
ト
し
な
い
と
す
る
答
弁
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
国
会
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
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な
っ
た
。
批
判
の
中
心
勢
力
は
日
本
共
産
党
で
あ
っ
た
。
同
党
議
員
は
ソ
連
側
発
表
の
数
字
が
正
し
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

た
の
で
、
外
務
省
が
日
本
政
府
発
表
の
数
字
の
方
が
信
頼
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
せ
と
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

中
で
も
横
田
甚
太
郎
議
員
は
、

重
光
さ
ん
が
一
九
四
五
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
お
出
し
に
な
っ
た
引
揚
げ
に
関
す
る
覚
書

が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
全
文
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に

G
H
Q

の
基
礎
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
日
本
政
府
の
数
字
を
発

表
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
部
内
用
と
発
表
用
と
二
つ
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、
二
通
と
も
出
し
て
も
ら
い
た
い

と
政
府
側
に
迫

っ
た

）
。
こ
こ
に
あ
る
重
光
の
覚
書
は
総
司
令
部
と
日
本
政
府
の
発
表
に
疑
念
を
抱
く
勢
力
か
ら
す
れ
ば
、
最
も
核
心
を
衝
く
基
礎
資

料
で
あ
っ
た

）
。

し
か
し
日
本
政
府
は
暫
く
タ
ス
報
道
に
対
す
る
見
解
を
示
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
基
本
的
に
タ
ス
報
道
の
内
容
に

曖
昧
な
点
が
あ
ま
り
に
多
く
、
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
五
月
二
八
日
に
外
務
省
で
作
成
さ
れ
た
文

書
に
従
え
ば
、
理
解
で
き
な
い
点
は
以
下
の
ご
と
く
五
点
存
在
し
た
。
第
一
に
、
タ
ス
報
道
で
は
、
日
本
人
軍
人
・
軍
属
以
外
の
一

般
邦
人
に
つ
い
て
何
も
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
地
域
的
に
見
て
、
発
表
は
シ
ベ
リ
ア
だ
け
を
対
象
と
す
る
数
字
と
理
解
す

べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
地
域
を
も
含
む
も
の
と
理
解
す
べ
き
か
、
不
明
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
現
地
で
釈
放
さ
れ
た

者
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
第
四
に
、
既
帰
還
者
は
ソ
連
報
道
で
は
四
一
万
八
一
六
八
人
と
あ
る
が
、
日
本
側

で
集
計
し
た
人
数
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。
日
本
側
調
査
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
還
し
た
旧
軍
人
・
軍
属
数
は
三
六

万
七
五
五
六
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
一
般
邦
人
を
加
え
て
も
三
七
万
五
四
〇
七
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
樺

太
、
北
朝
鮮
、
大
連
を
加
え
た

ソ
連
地
区

か
ら
帰
還
し
た
旧
軍
人
・
軍
属
数
は
四
三
万
二
八
五
六
人
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、

帰
還
者
数
に
つ
い
て
双
方
の
資
料
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
五
に
、
ソ
連
側
の
発
表
は
抑
留
中
に
死
亡
し
た
者
に
つ

い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
か
っ
た

）
。

以
上
の
ご
と
く
、
基
本
的
な
問
題
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
た
め
に
、
日
本
側
の
担
当
官
は
困
惑
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
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そ
れ
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
と
総
司
令
部
の
間
で
は
、
こ
の
時
ま
で
に
ソ
連
人
抑
留
者
数
を
め
ぐ
っ
て
軋
轢
が
生
じ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
も
こ
の
時
の
日
本
政
府
の
対
応
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
外
務
省
の
担
当
者
の
残
し
た
文
書

に
よ
れ
ば
、
既
に
一
九
四
七
年
一
〇
月
の
時
点
で
、
終
戦
連
絡
管
理
部
の
在
外
邦
人
課
長
は
総
司
令
部

G
3
本
国
送
還
課
（R

e
p
a‑

triatio
n
sectio

n

）
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
中
佐
に
、
日
本
側
調
査
の
数
字
を
示
し
て
口
頭
で
引
き
揚
げ
人
数
の
基
礎
に
な
る
数
字
の
訂

正
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
申
し
出
は

G
H
Q

の
数
字
が
正
し
い
と
す
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
相
手
に
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
、
総

司
令
部
は
日
本
側
担
当
者
に
、

総
司
令
部
数
字
と
日
本
数
字
が
違
っ
て
い
て
は
対
外
的
（
殊
に
対
ソ
関
係
で
）
に
面
白
く
な
い
か
ら
、

日
本
政
府
は
以
後
総
司
令
部
数
字
を
使
用
さ
れ
た
い

と
指
示
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る

）
。
こ
う
し
て
、
日
本
政
府
内
の
担
当
者
た

ち
は
、
一
九
四
九
年
五
月
の
ソ
連
報
道
の
数
字
を
不
誠
実
と
受
け
止
め
つ
つ
も
、
総
司
令
部
が
示
す
残
留
日
本
人
数
の
根
拠
に
つ
い

て
確
信
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
政
府
の
慎
重
な
対
応
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
も
影
響
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
然
、
日
本
側
担
当
省
庁
の
事
務
官
た
ち
は
す
ぐ
に
対
応
を
協
議
す
る
た
め
に
意
見
交
換
を
開
始
し
た
。
五
月
二
一
日
朝
に
復
員

局
復
員
課
で
開
か
れ
た
会
議
で
は
、
担
当
官
に
よ
っ
て
満
州
、
千
島
、
樺
太
、
北
朝
鮮
よ
り
ソ
連
に
連
行
さ
れ
た
軍
人
・
軍
属
数

（
当
時
は

入

ソ

人
員

と
呼
ば
れ
た
）
は
六
四
万
九
八
四
二
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
に
送
還
さ
れ
た
人
数
は
三
九
万
一
六
四

八
人
（
ナ
ホ
ト
カ
よ
り
三
七
万
四
六
四
八
人
、
北
朝
鮮
及
び
満
州
よ
り
一
万
七
〇
〇
〇
人
）
で
あ
る
と
す
る
数
字
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
さ
ら
に
未
帰
還
者
に
つ
い
て
、
そ
の
内
の
生
存
見
込
数
は
一
六
万
八
七
五
五
人
で
あ
る
と
い
う
推
定
も
示
さ
れ
て
い
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
日
本
側
担
当
者
は
タ
ス
報
道
の
人
数
は
終
戦
時
に
抑
留
さ
れ
た
軍
人
・
軍
属
を
指
し
て
い
る
と
想
定
し
、
そ
れ
に
対
応

す
る
日
本
側
の
数
字
を
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
引
揚
援
護
庁
長
官
室
に
お
い
て
同
庁
首
脳
と
関
係
省
庁
の
担
当
者
を
集
め
て
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
も
上
記
と
同

じ
点
が
注
目
さ
れ
、
復
員
課
長
が
三
月
末
現
在
の
本
籍
別
調
査
と
三
月
一
日
現
在
の
留
守
家
族
現
住
所
別
調
査
の
結
果
と
し
て
、
生

存
見
込
数
と
死
亡
見
込
数
を
発
表
し
た
。
同
課
長
に
よ
れ
ば
、
推
定
さ
れ
る
入

ソ

人
員
は
六
〇
万
人
な
い
し
六
三
万
人
で
、
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生
存
見
込
数
は
死
亡
見
込
数
を
含
め
て
も
二
〇
万
人
以
下

で
あ
り
、
総
司
令
部
発
表
の
数
字
は
過
大
に
す
ぎ
る
の
で
、

こ
の
際

修
正
を
要
望
し
た
ら
如
何
と
の
意
見
を
述
べ
た

。
こ
れ
に
援
護
庁
長
官
も

国
民
へ
の
対
策
よ
り
し
て
過
大
の
数
字
を
発
表
し
て

い
る
こ
と
は
具
合
が
悪
い
と
こ
れ
に
同
調
し
た

。
し
か
し
、
外
務
省
か
ら
の
参
加
者
（
山
川
事
務
官
）
が

ソ
連
側
発
表
数
字
に
多

く
の
疑
問
が
あ
る
現
在
、
発
表
数
字
の
変
更
は
慎
重
を
要
す
る

と
反
対
し
、
こ
れ
に
復
員
局
長
、
援
護
局
長
が
賛
成
し
た
た
め
、

発
表
数
字
は
こ
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
に
な
っ
た

）
。
明
ら
か
に
、
こ
の
時
点
で
既
に
日
本
政
府
部
内
の
実
務
担
当
者
の
間
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
総
司
令
部
の
発
表
数
字
が
過
大
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
三
日
に
も
、
引
揚
援
護
庁
の
援
護
局
長
以
下
の
関
係
者
と
樺
太
庁
関
係
者
、
外
務
省
引
揚
渡
航
課
長
と
前
課
長
、
そ
の

他
の
事
務
官
を
集
め
た
会
議
が
も
た
れ
た
。
外
務
省
の
事
務
官
（
お
そ
ら
く
山
川
事
務
官
）
が
作
成
し
た
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
復
員
局

は
総
司
令
部
の

G
2
（
諜
報
担
当
）
か
ら

本
日
中
に
決
定
的
数
字
の
提
出

を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
日
の
会
議
で
も
、
ソ
連

に
連
行
さ
れ
た
人
数
は
六
〇
万
人
か
ら
六
二
万
八
〇
〇
〇
人
で
あ
る
と
推
定
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
復
員
局
の
側
は
こ

の
際
は
訂
正
し
た
数
字
を
総
司
令
部
に
提
出
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
た
が
、
外
務
省
の
側
は
、
現
時
点
で
の

数
字
の
修
正
は
外

交
的
に
面
白
か
ら
ず

と
す
る
意
見
を
表
明
し
た
た
め
、
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
二
五
日
に
も
、
外
務
省
管
理
局

会
議
室
に
は
省
庁
を
横
断
し
た
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
こ
こ
で

満
洲
、
ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
動
態
表

な
る
文
書
が
作
成
さ
れ
、

や
が
て
復
員
局
か
ら

G
2
に
非
公
式
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
の
状
況
を
記
し
た
上
記
の
外
務
事
務
官
の
メ
モ
は
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
氏
は
、
本
統
計
に
関
し
、

終
戦
後
三
年
余
を
経
て
し
か
も
実
態
を
把
握
で
き
ぬ
と
は
怠
慢
で
、
こ
の
数
字
で
は
ソ
側
と
交
渉
で

き
な
い

と
強
い
不
満
の
意
を
表
明
し
た
趣
き
で
あ
る

と
記
し
て
い
た

）
。
日
本
側
担
当
者
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
も
複
雑
な
思

い
を
味
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
も
日
本
の
実
務
担
当
者
の
間
で
は
意
見
の
対
立
が
続
い
た
。
外
務
省
は
対
ソ
政
策
、
及
び
共
産
党
対
策
の
観
点
か
ら

ソ

連
発
表
数
字
に
つ
い
て
の
批
評
見
解

の
表
明
を
避
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
ま
た
、

ソ
連
が
総
司
令
部
の
数
字
に
今
ま
で
訂
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正
方
を
申
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
に
そ
の
落
ち
度
で
、
国
際
慣
習
か
ら
み
れ
ば
ソ
連
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
と
い
え

る

と
も
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
引
揚
援
護
庁
、
特
に
復
員
局
側
は
、

在
満
勢
力
即
入
ソ
兵
力
と
考
え
る
こ
と
は
甚
だ
危
険

で
、
そ
の
根
拠
は
薄
弱
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

、

留
守
家
族
が
数
字
の
開
き
に
つ
い
て
多
く
の
疑
問
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

際
彼
ら
を
納
得
さ
す
べ
き
措
置
を
考
え
た
方
が
よ
い

と
す
る
意
見
を
表
明
し
た

）
。

し
か
し
、
吉
田
は
こ
う
し
た
事
務
方
の
協
議
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
動
し
た
。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
吉
田
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

と
二
六
日
に
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
会
談
し
た
。
こ
こ
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ソ
連
側
の
発
表
し
た
九
万
五
〇
〇
〇
人
と
い
う
人
数

は
戦
闘
員
の
み
の
数
で
、
民
間
人
は
含
ん
で
い
な
い
と
し
つ
つ
、

戦
闘
員
及
び
民
間
人
を
含
め
て
四
十
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ソ

連
地
区
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
と
す
る
吉
田
首
相
の
意
見
に
は
同
意
す
る

と
答
え
た

）
。
報
道
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
吉
田
は
こ
の
時

ま
で
に
事
務
方
が
提
示
し
て
い
た
疑
問
を
公
開
せ
ず
に
、
抑
留
問
題
を
扱
う
姿
勢
を
固
め
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
会
談
の
結
果
を
受
け
て
、
二
八
日
に
日
本
政
府
の
応
答
要
領
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は

ソ
連
地
区
引
揚
に
つ
い

て

と
題
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
五
月
二
〇
日
の
ソ
連
発
表
に
つ
い
て

疑
問
の
点
が
多
く
国
民
一
般
が
心
配
し
て
い
る
現
状
に

鑑
み
五
月
二
四
日
政
府
は
総
司
令
部
に
対
し
事
態
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
措
置
を
と
ら
れ
た
き
旨
要
請
し
た

と
記
さ
れ
て
あ
っ
た

）
。

総
司
令
部
の
発
表
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
で
の
議
論
を
封
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
六
月
一
日
に
記
者
会
見
に
応

じ
た
吉
田
は
こ
の
方
針
に
即
し
て
、

我
々
は
在
外
機
関
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
総
司
令
部
に
聞
い
た
以
外
に
は
わ
か
ら
な
い

と

答
え
、
さ
ら
に
駐
日
ソ
連
代
表
部
は
詳
細
な
情
報
を
何
も
持
っ
て
い
な
い
と
言
明
し
た

）
。
後
者
の
断
定
は
、
被
占
領
国
の
首
相
の
発

言
と
は
思
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
同
日
に
、
総
司
令
部
は
何
も
コ
メ
ン
ト
を
付
さ
ず
に
、
引
き
揚
げ
対
象
の
日
本
人
は
満

州
が
六
万
三
一
二
人
、
サ
ハ
リ
ン
と
千
島
が
八
万
四
一
三
六
人
、
シ
ベ
リ
ア
が
三
二
万
四
五
九
三
人
で
、
総
計
四
六
万
九
〇
四
一
人

で
あ
る
と
す
る
従
来
の
統
計
を
示
し
た

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
総
司
令
部
と
日
本
政
府
は
、
再
度
自
分
た
ち
の
示
す
数
字
が
正
し
く
、
ソ

連
側
の
発
表
は
信
ず
る
に
足
ら
な
い
と
日
本
国
民
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
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未
帰
還
者
問
題
に
対
す
る
総
司
令
部
の
対
応
は
、
以
後
も
強
硬
で
あ
っ
た
。
六
月
六
日
の
日
本
側
の
担
当
者
会
議
に
お
い
て
引
揚

援
護
庁
長
官
は
、
総
司
令
部
よ
り

日
本
政
府
は
数
字
の
喰
い
違
い
に
云
々
す
る
権
限
を
持
た
な
い

旨
を
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
た

）
。
ま
た
、
一
一
日
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
不
在
中
に
代
理
を
務
め
る
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
、
対
日
理
事
会
ソ
連
代
表
部
の
デ
レ
ヴ
ャ

ン
コ
に
対
し
て
、
四
月
二
五
日
付
で
提
示
し
た

日
本
人
捕
虜

に
つ
い
て
の
個
別
情
報
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た

）
。

さ
ら
に
、
一
三
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
が
、
都
庁
前
広
場
に
お
け
る
労
働
者
と
警
察
隊
の
衝
突
事
件
に
抗
議
す
る
デ
レ
ヴ
ャ
ン

コ
の
書
簡
に
応
え
る
形
で
、
ソ
連
側
は
日
本
人
労
働
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は

四
〇
万
人
以
上

の
日

本
人
を
束
縛
し
て
本
国
に
返
さ
な
い
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
非
難
し
、
そ
の
行
為
は
偽
善
そ
の
も
の
だ
と
す
る
痛
烈
な
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
た

）
。

総
司
令
部
の
一
部
は
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
で
攻
勢
を
強
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
少
将
が
指
揮
す
る

G
2
の
新

た
な
動
き
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
倭
島
管
理
局
長
が
残
し
た
覚
書
に
よ
れ
ば
、
六
月
一
六
日
に

G
2
に
所
属
す
る
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
中
佐
が
彼
と
復
員
局
上
月
局
長
に
来
訪
す
る
よ
う
求
め
、
予
め
作
成
し
て
い
た
書
簡
草
稿
（
ド
ラ
フ
ト
）
を
示
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

右
ド
ラ
フ
ト
に
引
用
し
て
あ
る
数
字
は
予
て
復
員
局
と
の
間
に
種
々
研
究
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
般
総
司
令
部
で
或
る
関
係
上
必
要

が
あ
る
か
ら
此

ド
ラ
フ
ト

の
内
容
の
も
の
を
至
急
日
本
政
府
よ
り
正
式
の
書
簡
と
し
て
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
其
字
句
も
な
る
べ
く

実
質
上
変
更
し
な
い
様
に
し
て
ほ
し
い
。
尚
、
形
式
を
整
え
る
為
に
、
手
紙
に
は
な
る
べ
く
外
務
大
臣
に
サ
イ
ン
し
て
貰
い
た
い
が
、
も
し

大
臣
に
代
っ
て
誰
か
サ
イ
ン
す
る
な
ら
、
せ
め
て
次
官
に
し
て
も
ら
い
た
い

）
。

こ
の
ド
ラ
フ
ト
は
、
ソ
連
占
領
地
域
（
現
在
の
ソ
連
管
理
地
域
と
満
州
）
で
抑
留
さ
れ
た
一
般
邦
人
は
一
八
〇
万
九
〇
〇
〇
人
、
陸

海
軍
は
九
一
万
四
〇
〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
帰
還
し
た
者
は
前
者
が
一
七
一
万
四
〇
〇
〇
人
で
後
者
が
五
四
万
人
、
つ
ま
り
未
帰
還

者
は
一
般
邦
人
で
九
万
五
〇
〇
〇
人
、
陸
海
軍
で
三
七
万
四
〇
〇
〇
人
、
総
計
四
六
万
九
〇
〇
〇
人
に
上
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
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っ
た
。

倭
島
と
上
月
は
提
案
が
重
大
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
上
司
に
相
談
し
、
数
字
も
一
応
検
討
し
た
い
と
述
べ
、
後
で
必
ず
届
け
る

こ
と
を
約
束
し
て
書
類
を
持
ち
帰
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
日
本
側
は
こ
れ
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
だ
け
で
、
翌
一
七
日
に
太
田
一

郎
外
務
次
官
の
署
名
入
り
で
一
六
日
付
書
簡
と
し
て
総
司
令
部

G
2
に
提
出
し
た
。
日
本
側
の
修
正
は
、
計
算
の
根
拠
を
正
確
に
す

る
字
句
を
加
え
、
抑
留
中
に
死
亡
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
生
存
し
て
い
る
と
判
明
し
た
者
の
人
数
を
日
本
側
の
数
字
に
入
れ
替
え
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
日
本
側
は
こ
の
時
点
で
抑
留
さ
れ
た
軍
人
で
抑
留
中
に
確
実
に
死
亡
し
た
者
の
数
を
九
万
人
と
計

算
し
、
生
存
者
数
を
一
五
万
三
五
〇
九
人
と
見
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
最
初
に
抑
留
さ
れ
た
人
数
に
つ
い
て
は
、

G
2
側
の
数

字
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
た
の
で
あ
る

）
。
も
し
こ
の
点
で
、
日
本
側
の
有
し
て
い
た
統
計
が
全
面
的
に
対
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ソ
連

側
の
報
道
内
容
と
の
根
拠
の
違
い
を
よ
り
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
倭
島
た
ち
は
、
吉
田
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
会
談
の
後
に
総
司
令
部
か
ら

引
揚
対
象
の
日
本
人

の
数
が
発
表
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ま
た
、
彼
ら
の
間
で
も
意
見
が
ま
と
ま

ら
な
い
以
上
、

G
2
に
抵
抗
し
て
も
無
駄
だ
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
一
九
五
〇
年
に
な
っ
て
外
務
省
内
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
結
果
、
日
米
関
係
の
公
式
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
四

九
年
五
月
時
点
で
の
未
帰
還
者
数
四
六
万
九
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
字
が

日
本
政
府
の
数
字
と
し
て

報
告
さ
れ
、

爾
来
、
総
司

令
部
数
字
は
逆
に

日
本
政
府
か
ら
総
司
令
部
に
報
告
さ
れ
た
数
字

の
形
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る

）
。
も
と
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
作
業
を

G
2
が
た
ん
に
日
本
に
責
任
を
転
嫁
す
る
た
め
に
行
っ
た
は
ず
は
な
か
っ
た
。
作
業
の
過
程
で
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は

総
司
令
部
の
他
の
部
局
に
も
知
ら
せ
な
い
よ
う
求
め
て
お
り
、

G
2
の
活
動
と
し
て
こ
の
文
書
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
ら
と
し
て
は
、
対
ソ
非
難
の
国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
る
た
め
に
当
事
国
で
あ
る
日
本
か
ら
の
正

式
の
支
援
要
請
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
外
務
省
と
引
揚
援
護
庁
の
担
当
者
は
、
お
そ
ら
く
は
吉
田
の
指
示
に
従
っ
て
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
た
ち
の
政
策
に
関
与
す
る
こ
と
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に
よ
っ
て
ソ
連
に
圧
力
を
か
け
て
抑
留
問
題
の
解
決
を
目
指
す
政
策
に
踏
み
込
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ

て
日
本
の
抑
留
者
の
帰
還
を
求
め
る
政
策
は
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
冷
戦
と
一
段
と
深
く
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
日

本
側
関
係
者
は
抑
留
者
の
早
期
帰
還
を
求
め
て
ソ
連
に
圧
力
を
か
け
る
政
策
に
踏
み
込
ん
だ
時
点
で
、
自
ら
が
理
解
す
る
抑
留
者
数

を
日
本
国
民
に
伝
え
る
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
ソ
連
側
が
こ
の
ま
ま
一
九
四
九
年
の
日
本
人
抑
留
者
の
送
還
を
中
断
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
も

G
2
は
大
々
的
に
ソ
連
非
難
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
四
六
万
九
〇
〇
〇
人
が
ソ
連
か
ら
未
帰
還
で
あ
る
と
主

張
す
る

日
本
政
府
の
書
簡

が
ア
メ
リ
カ
側
に
手
交
さ
れ
た
日
か
ら
三
日
後
の
六
月
二
〇
日
に
、
ソ
連
側
は
よ
う
や
く
送
還
を
開

始
す
る
旨
を
総
司
令
部
に
通
告
し
た

）
。
こ
の
間
の
ソ
連
側
の
動
き
を
伝
え
る
カ
ル
ポ
フ
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
閣
僚
会
議
は
六
月
一
〇
日

に
政
府
決
定
二
三
二
六
号
の
九
〇
五
（
秘
）
に
よ
っ
て
、
九
万
七
九
三
六
人
の

捕
虜

と
、
サ
ハ
リ
ン
の
民
間
人
四
四
四
六
人
、

さ
ら
に
遼
東
半
島
の
民
間
人
二
七
七
八
人
、
総
計
一
〇
万
五
一
六
〇
人
を
送
還
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る

）
。
し
か
し
、
一
九
四

九
年
の
送
還
は
こ
の
決
定
通
り
に
は
進
ま
ず
、
日
本
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
送
還
者
は
六
月
が
一
万
二
四
五
人
、
七
月
が
二
万
四
六

七
人
、
八
月
が
一
万
八
〇
〇
〇
人
、
九
月
が
二
万
二
六
一
人
、
一
〇
月
が
一
万
二
八
四
〇
人
、
一
一
月
が
一
万
二
一
六
〇
人
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
六
月
以
降
一
九
四
九
年
末
ま
で
の
送
還
者
は
民
間
人
も
含
め
て
九
万
三
九
七
三
人
で
あ
っ
た

）
。

以
上
の
状
況
は
、
日
本
国
民
の
中
に
広
が
っ
て
い
た
ソ
連
に
対
す
る
不
信
と
憤
り
を
強
め
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、

六
月
以
降
に
ソ
連
支
配
地
域
か
ら
帰
国
し
た
元
兵
士
た
ち
の
集
団
的
な
行
動
も
、
日
本
社
会
に

洗
脳

の
恐
ろ
し
さ
を
印
象
づ
け

た
。
吉
田
政
権
は
こ
う
し
た
日
本
国
内
で
強
ま
る
ソ
連
非
難
の
世
論
を
追
い
風
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
構
想
し
た
抑
留
者
の
返
還

を
求
め
る
国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
一
九
四
九
年
夏
以
降
の
吉
田
政
権
の

抑
留
問
題
に
対
す
る
対
応
を
検
討
し
、
日
本
が
占
領
状
態
の
ま
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
戦
略
に
自
発
的
に
参
加
し
て
い
く
過
程
を
追

う
こ
と
に
し
た
い
。
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九

戦
後
日
本
の
対
ソ
政
策
の
確
立

六
月
二
七
日
の

高
砂
丸

の
舞
鶴
入
港
と
と
も
に
始
ま
っ
た
一
九
四
九
年
春
の
ソ
連
か
ら
の
引
き
揚
げ
は
、
始
ま
る
と
す
ぐ
に

社
会
的
関
心
を
集
め
た
。
既
に
前
年
春
か
ら
兆
候
が
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
戻
っ
て
き
た
兵
士
た
ち
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
結

束
し
て
反
米
親
ソ
姿
勢
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
記
の

高
砂
丸

で
送
還
さ
れ
て
き
た
元
軍
人
、
軍
属
か
ら
な
る
二

〇
〇
〇
名
の
集
団
（
こ
の
内
一
九
名
の
み
が
一
般
邦
人
で
あ
っ
た
）
は
、
受
け
入
れ
担
当
官
に
次
の
よ
う
に
映
っ
た
。

今
回
の
帰
還
者
は
顔
色
よ
く
服
装
も
立
派
で
ソ
連
で
相
当
優
遇
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
［
、］
又
民
主
主
義
に
よ
る
か
共
産
主
義

に
よ
る
か
疑
問
な
る
も
一
応
祖
国
再
建
、
世
界
平
和
建
設
の
意
気
に
燃
え
て
い
る
様
子
に
見
受
け
ら
れ
た
。
引
揚
者
の
多
く
は
船
中
で
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
歌
を
高
唱
し
、
中
に
は
自
分
の
身
体
は
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
筋
金
入
り
だ
と
叫
ぶ
も
の
も
あ
る
な
ど
そ
の
思
想
態
度

か
ら
判
断
し
て
ソ
連
で
共
産
主
義
思
想
を
吹
き
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
引
揚
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
日
本
政
府
が
船
を

廻
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
誤
報
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
当
局
者
の
真
相
説
明
を
容
易
に
信
じ
兼
ね
る
様
子
で
あ
り
、
こ
の
外
に
も
誤
解
は
多
い
ら

し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
。

こ
の
観
察
が
的
を
射
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
後
に
生
じ
た
事
態
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
。
輸
送
船
に
よ
っ
て
次
々
と
送
還
さ
れ
て

き
た
帰
還
兵
た
ち
は
、
舞
鶴
か
ら
引
き
揚
げ
列
車
に
乗
っ
て
故
郷
に
向
か
う
途
中
で
も
人
目
を
惹
く
事
件
を
立
て
続
け
に
起
こ
し
た

の
で
あ
る
。
引
揚
援
護
庁
が
翌
年
ま
と
め
た

引
揚
援
護
の
記
録

に
あ
る
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
こ
の
状
況
の
一
端
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
第
一
配
船
の
他
の
引
揚
船
が
舞
鶴
に
着
き
始
め
た
。
さ
き
の
船
舶
で
来
た
引
揚
者
の
多
く
は
入
港
カ
ー
ド
に
記
入
を
拒
否
し
て
、

滞
寮
日
時
が
一
両
日
後
者
と
一
緒
に
な
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
一
般
態
度
は
一
層
無
秩
序
と
な
り
軽
蔑
的
と
な
っ
た
。
彼
等
は
指
定
列
車
を
京

都
で
下
り
、
大
規
模
の
示
威
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
結
果
は
座
り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
り
、
遂
に
警
官
隊
と
衝
突
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の

事
件
は
警
官
の
巧
み
な
事
態
処
理
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
重
大
事
件
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
日
過
ぎ
る
と
引
揚
者
の
一
団
体
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は
許
可
な
し
に
東
京
で
下
車
し
、
一
公
会
堂
を
占
拠
し
て
二
夜
を
明
か
し
、
日
本
政
府
の
官
庁
や
重
要
工
場
で
示
威
運
動
を
行
い
、
ロ
シ
ア

大
使
館
を
訪
問
し
、

ソ

連
抑
留
中
に
受
け
た

温
情
あ
る

取
扱
に
感
謝
の
意
を
表
明
し
た

）
。

こ
う
し
た
帰
還
兵
た
ち
の
行
動
に
、
日
本
政
府
は
さ
し
た
る
脅
威
を
感
じ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
吉
田
首
相
は
七
月
一
日
の

時
点
で
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
に
、
鉄
道
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
国
警
本
部
長
官
の
更
迭
を
求
め
て
い
た
が
、
帰
還

兵
た
ち
の
動
向
に
反
応
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

）
。
吉
田
は
、
日
本
の
国
民
は
彼
ら
の
反
米
姿
勢
に
同
調
す
る
こ
と
な
く
、
憐
憫
の
情

を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
対
応
は
異
な
っ
て
い
た
。
七
月
五
日
に
バ
ー

ン
ズ
第
一
軍
団
民
事
部
長
は
、
日
本
側
関
係
当
局
に
帰
還
兵
に
よ
る
混
乱
防
止
の
た
め
の
措
置
を
日
本
側
の
法
令
、
規
則
に
基
づ
い

て
至
急
と
る
よ
う
、
覚
書
を
以
て
要
請
し
た

）
。
し
か
し
そ
の
後
も
安
定
せ
ず
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
を
代
表
し
た
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は

八
月
六
日
と
一
〇
日
に
日
本
側
の
検
事
総
長
、
国
警
本
部
長
、
警
視
総
監
、
引
揚
援
護
庁
長
官
を
集
め
て
秘
密
会
議
を
開
き
、
断
固

た
る
策
を
取
る
よ
う
求
め
た
。
会
議
の
内
容
を
記
し
た
日
本
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
六
日
の

会
見
の
目
的

は
、

共
産
主
義
の

世
界
的
マ
ン
エ
ン
を
阻
止
す
る
米
国
の
決
意
を
明
か
に
す
る
と
共
に
日
本
共
産
党
の
活
動
を
び
し
〳
〵
押
へ
て
い
く
総
司
令
部
の
方

針
を
明
か
に

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
側
は
、

八
月
末
か
ら
舞
鶴
引
揚
援
護
局
構
内
は
勿
論
各
地
で
引
揚
者
達

の
す
わ
り
込
み
戦
術
が
展
開
さ
れ
る
惧
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
警
察
力
を
以
て
処
理
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ

う

、
ま
た

引
揚
者
自
体
の
行
動
で
あ
る
が
復
員
業
務
が
完
了
す
る
迄
引
揚
者
は
旧
軍
人
軍
属
で
あ
る
か
ら
共
産
党
の
歌
や
踊
を

車
中
、
駅
頭
で
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

な
ど
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
一
〇
日
に
は
、
帰
還
兵
の
こ
う
し
た
行
動
を
封
じ
込
め
る
た

め
に
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
を
発
出
す
る
よ
う
日
本
側
に

申
し
渡
し
た

）
。
こ
の
よ
う
な
強
硬
姿
勢
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
一
一
日
に

引
揚
者
の
秩
序
保
持
に
関
す
る
政
令

を
公
布
し
た

）
。

当
然
ソ
連
側
は
反
発
し
、
二
一
日
の
モ
ス
ク
ワ
の
海
外
向
け
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ

日
本
の
本
国
送
還
者
に
対
す
る
警
察
テ
ロ

と
題
す
る
論
評
を
日
本
語
で
伝
え
た
。
そ
れ
は
吉
田
政
権
が
本
国
送
還
者
を
取
り
締
ま
る

乱
暴
な

警
察

法

を
採
択
し
、
こ
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れ
に
よ
っ
て
送
還
者
た
ち
が
抗
議
の
集
会
や
デ
モ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

日
本
国
民
は
軍
国
主
義
の
敗
北
に
よ
っ
て
獲

得
し
た
ほ
ん
の
僅
か
な
政
治
的
権
利
も

奪
わ
れ
た
と
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
反
発
を
無
視
し
て
実
施
さ

れ
た
日
米
政
府
の
強
硬
策
に
よ
っ
て
次
第
に
帰
還
兵
た
ち
の
対
決
行
動
は
目
立
た
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
当
然
生
ず
る
の
は
、
帰
還
兵
た
ち
の
対
決
姿
勢
は
、
は
た
し
て
ソ
連
指
導
部
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
帰
還
兵
を
迎
え
る
以
前
の
時
点
で
共
産
主
義
勢
力

の
側
に
こ
れ
ま
で
の
路
線
を
修
正
す
る
よ
う
な
動
き
が
表
面
化
し
て
い
た
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。
第
一
は
二
月
三
日
に
も
た
れ
た

毛
沢
東
と
ミ
コ
ヤ
ン
の
間
の
会
談
で
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
毛
沢
東
は
訪
中
し
て
き
た
ミ
コ
ヤ
ン
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党

は

議
会
闘
争
に
よ
っ
て
権
力
が
取
れ
る
と
い
う
誤
っ
た
観
点
に
し
が
み
付
い
て
き
た

と
明
白
に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と

き
両
者
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
共
産
党
を
結
束
さ
せ
る
た
め
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
り
、
こ
こ
で

日
中
の
共
産
党
の
路
線
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
ソ
連
指
導
部
と
し
て
は
早
晩
ど
ち
ら
か
一
方
の
路
線
を
選
ぶ
以
外
に
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る

）
。

さ
ら
に
三
月
二
〇
日
に
日
本
共
産
党
は

ソ
同
盟
帰
還
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
せ
よ

と
題
す
る
指
令
三
四
七
号
を
発
し
、

次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
た

）
。

新
し
く
帰
還
す
る
者
は
、
昨
年
度
の
帰
還
者
よ
り
更
に
積
極
化
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
の
者
は
直
ち
に
党
組
織
に
参
加
し
て
闘
う
こ

と
を
決
意
し
て
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
政
府
並
に
反
動
諸
団
体
は
す
で
に
、
こ
れ
の
切
崩
し
工
作
の
準
備
に
や
っ
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
は
、
二
十
数
万
と
予
想
さ
れ
る
こ
の
新
帰
還
者
を
敵
の
謀
略
と
恐
喝
と
懐
柔
か
ら
ま
も
り
、
全
員
を
わ
が
党
の
組
織
に
吸
収
す
る

た
め
に
積
極
的
な
受
入
態
勢
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

こ
の
文
書
は
早
く
か
ら
日
本
共
産
党
が
帰
還
兵
の
思
想
傾
向
を
把
握
し
て
お
り
、
彼
ら
を
取
り
込
む
積
極
的
準
備
を
進
め
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
に
従
っ
て
、
七
月
初
頭
か
ら
党
員
た
ち
は
帰
還
兵
が
通
過
す
る
主
要
駅
に
赤
旗
を
掲
げ
て
集
ま
り
、
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彼
ら
と
と
も
に
反
米
的
、
も
し
く
は
反
政
府
的
示
威
行
動
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
ソ
連
側
が
日
本
の
兵
士
た
ち
の
送
還
を
準
備
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
五
月
一
七
日
に
、
ス
タ
ー
リ

ン
は
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
に
送
っ
て
い
た
彼
の
使
者
コ
ヴ
ァ
リ
ョ
フ
か
ら
、
一
二
日
の
会
談
で
毛
沢
東
が
中
国
の
内
戦
は
既
に

終
了
段
階
に
あ
る
と
語
っ
た
と
す
る
電
報
を
受
け
取
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
劉
少
奇
一
行
の
ソ
連
訪
問
を
認
め
た

）
。

こ
れ
に
よ
っ
て
六
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
彼
ら
の
長
期
ソ
連
滞
在
は
、
中
国
共
産
党
が
国
家
統
治
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
六
月
中
に
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
す
る
と
き
が
来
た
と
毛
沢
東
側
に
確
認
し
て
お
り
、
日
本
共
産
党

が
野
坂
参
三
の
指
導
の
下
に
進
め
て
き
た
路
線
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た

）
。
こ
う
し
た
動
き
の
結
果
と
し
て
、
周
知
の

ご
と
く
翌
一
九
五
〇
年
一
月
に
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
機
関
誌
は
野
坂
参
三
の
平
和
革
命
論
を
批
判
す
る
論
文
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。

時
期
的
に
見
て
、
日
本
に
お
け
る
帰
還
兵
の
示
威
行
動
が
共
産
党
側
の
以
上
の
動
き
と
何
も
関
係
が
な
か
っ
た
と
看
做
す
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
目
下
の
と
こ
ろ
ソ
連
側
の
直
接
的
関
与
を
示
す
史
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

）
。

と
も
あ
れ
、
一
〇
月
一
日
に
は
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
側
が
帰
還
兵
の
組
織
的
行
動
を

ソ
連
側
の
攻
勢
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
八
日
に
ウ
ィ

ロ
ビ
ー
と
吉
田
が
会
見
し
た
。
そ
こ
で
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
が

引
揚
の
数
字
に
つ
い
て
再
び

チ
ェ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
い
希
望

を
表

明
し
た
と
し
て
、
吉
田
は

然
る
べ
く
総
司
令
部
側
に
連
絡
す
る
様
に

と
倭
島
局
長
に
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
側
は
内

輪
の
協
議
を
重
ね

）
、
一
四
日
と
一
七
日
に

G
2
の
実
務
者
と
の
会
議
に
臨
ん
だ
。
前
者
の
会
議
で
日
本
側
（
斎
藤
援
護
庁
長
官
、
上

月
復
員
局
長
、
高
山
復
員
課
長
、
倭
島
管
理
局
長
）
は

G
2
の
テ
イ
ト
中
佐
に
対
し
、
予
め
復
員
局
で
作
成
し
、
関
係
省
庁
で
討
議
を

重
ね
て
き
た
抑
留
者
数
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
入
ソ
人
員
を
当
初
は
五
六
万
六
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
二
万
七
四
〇
〇
人
が
送
り
戻
さ
れ
た
の
で
、
正
味
五
三
万
八
六
〇
〇
名
で
あ
っ
た
と
見
積
も
る
も
の
で
、

従
来
の

総
司
令
部
公
表
の
七
〇
万
に
対
し
て
約
一
六
万
の
開
き
の
あ
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
復
員
局
長
は
、

わ
が
方
の
研
究

は
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約
三
十
万
の
帰
還
者
の
齎
し
た
報
道
に
根
拠
を
置
く
も
の
で
あ
る
か
ら
有
力
な
資
料
で
あ
る
が
、
し
か
し
関
東
軍
の
首
脳
部
の
殆

ん
ど
一
人
も
帰
っ
て
来
て
居
ら
ぬ
現
□
と
し
て
は
［
、
］
右
を
以
て
直
ち
に
従
来
の
公
表
数
字
を
訂
正
し
て
貰
ひ
た
い
と
言
う
丈
の

自
信
は
な
い
と
も
説
明
し
た

。
こ
れ
に
テ
イ
ト
は
ア
メ
リ
カ
側
で
も
検
討
し
、
二
、
三
日
中
に
再
度
協
議
し
た
い
と
応
じ
た

）
。

次
の
一
七
日
の
会
合
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
は

G
2
内
に
て
引
揚
関
係
の
数
字
を
担
当
し
て
ゐ
る
フ
ァ
イ
フ
ァ
中
佐
と
そ
の
関
係

官

な
ど
を
代
表
に
加
え
、
日
本
側
の
挙
げ
た
数
字
に
つ
い
て
協
議
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の
時
は
、
日
本
側
は
先
の
研
究
成
果

を
凝
縮
し
た
形
で
示
す
表
を
新
た
に
作
成
し
て
提
示
し
、
説
明
を
加
え
た
。
こ
の
説
明
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
反
応
は
不
明
で
あ

る
が
、
最
終
的
に

上
月
局
長
よ
り
右
数
字
は
何
れ
も
中
間
的
な
も
の
に
て
［
、
］
右
に
よ
り
司
令
部
発
表
の
も
の
を
修
正
し
て
貰

ひ
た
い
と
言
う
趣
旨
は
毛
頭
な
き
旨
を
説
明
せ
る
に
［
、
］
一
同
納
得
し

た
。
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
側
は
日
本
側
の
統
計
数
字
へ

の
対
応
を
考
え
つ
つ
会
合
に
臨
み
、
上
月
局
長
の
こ
の
発
言
に
安
堵
し
た
の
で
あ
る

）
。

こ
れ
に
続
く
会
合
で
、

G
2
側
は
よ
う
や
く
手
の
内
を
明
ら
か
に
し
た
。
テ
イ
ト
は
二
一
日
に
斎
藤
援
護
庁
長
官
、
上
月
復
員
局

長
、
倭
島
管
理
局
長
等
を
招
き
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
が
間
も
な
く
吉
田
首
相
に
届
け
る
予
定
の
手
紙
を
示
し
、
伊
藤
中
尉
を
通
じ

総
司

令
部
と
し
て
不
日
国
際
機
関
（
U.
N.
）
に
持
出
す
可
能
性
に
か
ん
が
み
世
界
に
解
り
よ
い
資
料
を
至
急
整
え
た
い
。
そ
こ
で
一
ヶ
月

以
内
（
十
一
月
二
十
日
迄
）
に
三
月
一
日
現
在
の
未
引
揚
邦
人
の
総
数
だ
け
を
届
け
て
貰
い
た
い

と
要
望
を
伝
え
た
。
こ
こ
で

G

2
側
は
、
細
目
は
外
国
人
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
不
要
で
あ
る
が
、
今
後

恐
ら
く
最
も
重
大
な
資
料
と
し
て
未
引
揚
者
の
名
簿

（
カ
ー
ド
）
が
必
要
に
な
る

と
も
伝
え
て
お
り
、
今
回
の
要
請
が
抑
留
問
題
を
国
際
的
に
訴
え
る
大
規
模
な
政
策
の
一
環
で
あ
る

こ
と
を
日
本
側
に
説
明
し
た
の
で
あ
る

）
。

こ
の
後
、
一
〇
月
二
四
日
付
で
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
吉
田
首
相
に
上
記
の
手
紙
を
送
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
国
際
連
合
に
言
及
し
て
お

ら
ず
、
間
も
な
く
ソ
連
側
が
日
本
人
抑
留
者
の
送
還
を
停
止
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

戦
争
終
結
時
に
ソ
連
支
配
地
域
に
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
者
で
、
今
日
ま
で
帰
還
し
て
い
な
い
人
々

に
つ
い
て
も
う
一
度
念
入
り
に
調
査
す
る
こ
と
が

我
々
の
責
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務
で
あ
る

と
記
す
も
の
で
あ
っ
た

）
。
こ
れ
に
吉
田
も
二
七
日
付
で
返
書
を
送
り
、
手
紙
の
趣
旨
に
す
べ
て
賛
同
す
る
、

ソ
連
と

中
国
共
産
党
勢
力
の
支
配
下
に
あ
る
地
域
に
残
留
す
る
日
本
人
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
応
じ
た

）
。
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
と
吉
田
が
こ
の
よ
う
な
儀
礼
的
内
容
の
手
紙
を
交
わ
し
た
の
は
、
こ
の
時
点
で
は
国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
う
計
画
が

G
2
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
お
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
と
し
て
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
と
思
わ

れ
る
。

以
上
の
動
き
を
受
け
て
、
一
一
月
三
〇
日
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
リ
ソ
ン
国
務
省
北
東
ア
ジ
ア
局
長
に
、

ウ
ィ
ロ

ビ
ー
将
軍
か
ら
内
々
に
受
け
取
っ
た

秘
密
報
告

と

ソ
連
に
よ
る
日
本
人
捕
虜
の
利
用
と
取
扱
い

と
題
す
る
二
つ
の
レ
ポ
ー

ト

を
届
け
た
。
こ
こ
に
あ
る

秘
密
報
告

は
、
日
本
側
が
上
記
の
要
望
に
従
い

G
2
に
提
出
し
た
資
料
を
基
に
作
成
さ
れ
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ア
リ
ソ
ン
は
三
〇
日
付
の
バ
タ
ワ
ー
ス
極
東
局
長
宛
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
上
記
の
二
つ
の
文
書
を
受
け
取
っ

た
と
述
べ
た
後
に
、

連
合
軍
最
高
総
司
令
官
と
日
本
側
の
数
字
は
、
四
〇
万
人
の
日
本
人
捕
虜
が
未
だ
に
シ
ベ
リ
ア
、
サ
ハ
リ
ン
、

千
島
列
島
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
説
明
し
、
お
そ
ら
く
こ
の
事
実
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る

秘
密
報
告

に
つ

い
て
は
、
一
二
月
に
ソ
連
の
送
還
が
終
わ
っ
た
時
点
で
公
表
す
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。
彼
は
他
方
の

ソ
連
に
よ
る
日
本
人
捕
虜
の

利
用
と
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
情
報
関
係
の
資
料
を
使
っ
て
い
て
宣
伝
に
向
か
な
い
の
で
公
表
す
べ
き
で
な
い
と
評
価
し
た

）
。

日
本
政
府
の
側
も
呼
応
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
。
ま
ず
一
一
月
一
一
日
に
衆
議
院
の
海
外
同
胞
の
引
揚
委
員
会
で
、
出
席
し
た

厚
生
政
務
次
官
（
矢
野
酉
雄
）
が

大
体
今
月
二
〇
日
ま
で
の
う
ち
に
は

未
復
員
者
数
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
公
表
で
き
る
だ

ろ
う
と
答
え
た

）
。
証
拠
は
な
い
が
、
前
後
の
事
情
か
ら
見
て
、
こ
の
発
言
は
吉
田
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
二
八
日
の
参
議
院
本
会
議
は
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
九
条
に
宣
明
さ
れ
た
捕
虜
並
び
に
一
般
抑
留
同
胞
の
本
国
送
還
の
一
部

が
未
完
了
で
あ
り
、
抑
留
中
に
お
け
る
死
亡
者
の
氏
名
並
び
に
戦
犯
関
係
抑
留
者
の
氏
名
の
う
ち
に
、
未
発
表
の
部
分
が
あ
る
こ
と

は
、
誠
に
遺
憾
に
た
え
な
い

と
す
る
決
議
を
採
択
し
た

）
。
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
四
日
後
の
一
二
月
三
日
に
衆
議
院
も
同
様
の
決
議
を
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採
択
し
た

）
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
月
に
も
同
様
の
趣
旨
の
決
議
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
両
院
の
決
議
は

時
間
的
隔
た
り
が
な
さ
過
ぎ
る
よ
う
に
み
え
る
。
お
そ
ら
く
吉
田
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
吉
田
は
一
五
日
に
シ
ー
ボ
ル
ト
を
訪
ね
て
こ
の
二
つ
の
決
議
を
手
交
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
同
胞
が
今
な
お
シ
ベ

リ
ア
、
満
州
、
樺
太
の
地
域
に
抑
留
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
厳
寒
の
地
に
お
い
て
五
た
び
め
ぐ
り
来
る
冬
の
過
酷
な
試
練
に
直
面
さ
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
こ
と
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
い
た
ま
し
い
感
じ
で
す

と
記
し
た
書
簡
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
届
け
る
よ
う
依

頼
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
訪
問
と
上
記
の
手
紙
の
全
文
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
総
司
令
部
か
ら
発
表
さ
れ
、
翌
日
に
は
日
本
の
各
紙

に
掲
載
さ
れ
た

）
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
厚
生
政
務
次
官
の
発
言
か
ら
こ
こ
ま
で
の
一
連
の
動
き
は
、
す
べ
て
吉
田
と
総
司
令
部
の
間

で
予
め
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

事
態
は
明
ら
か
に
緊
迫
の
度
合
い
を
深
め
て
い
た
。
一
一
月
初
頭
に
は
ソ
連
側
も
日
米
政
府
の
動
き
を
察
知
し
て
い
た
か
に
見
え

る
行
動
を
取
っ
て
い
た
。
ま
ず
二
日
に
は
ソ
連
閣
僚
会
議
が
内
務
省
に
対
し
て
、
残
留
す
る

日
本
人
捕
虜

の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
の
提
案
を
一
一
月
二
〇
日
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
る
決
定
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
内
務
省
は

対
ソ
犯
罪
の
容
疑
が
あ
る

二

八
八
三
人
を
軍
法
会
議
に
送
り
、

中
国
領
で
犯
罪
を
し
た

九
七
一
人
を
中
華
人
民
共
和
国
に
送
致
し
、
罪
状
の
な
い
者
一
六
六

四
人
を
日
本
に
送
還
す
る
提
案
を
し
た

）
。
こ
の
提
案
は
す
ぐ
に
検
討
さ
れ
、
一
二
月
二
八
日
に
は
閣
僚
会
議
決
定
第
五
八
六
七
│
二

一
九
二
号
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
六
六
四
人
の
日
本
送
還
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る

）
。
極
度
に
速
や
か
な
展
開
は
、
日

米
両
国
政
府
の
動
き
を
察
知
し
て
批
判
さ
れ
る
要
素
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
結
果
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

他
方
、
東
京
で
も
一
一
月
一
四
日
に
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
は
部
下
を
通
じ
て
対
日
理
事
会
事
務
局
に
、
翌
一
五
日
の
対
日
理
事
会
に
お

け
る
議
題
の
一
つ
と
し
て

日
本
の
民
主
化
問
題
の
原
則
の
違
反
と
未
達
成

を
取
り
上
げ
る
よ
う
提
案
し
た
。
対
日
理
事
会
で
ア

メ
リ
カ
側
が
抑
留
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
持
ち
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
に
こ
の
提
案
は
受
理
で
き
な
い
と
す
る
回
答
を
送
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
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ソ
連
側
提
案
は
表
題
か
ら
見
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
行
動
の
再
検
討
を
目
指
す
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
極
東
委
員
会
の
管
轄
で

あ
っ
て
、
対
日
理
事
会
の
管
轄
外
の
問
題
だ
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、
一
二
月
五
日
に
な
っ

て
、

日
本
政
府
の
反
民
主
主
義
的
措
置
に
関
す
る
問
題

を
討
議
す
る
こ
と
は
対
日
理
事
会
の
権
限
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
主
張
し
た
。
奇
妙
な
間
合
い
は
、
彼
が
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
本
国
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
だ
と
推
測
さ

れ
る
。
と
も
か
く
今
度
は
、
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
は
ソ
連
側
が
意
図
し
て
い
る
の
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
行
動
を
討
議
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
政
府
の
行
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
と
判
る
よ
う
に
表
題
を
変
更
し
、
ソ
連
が
提
起
す
る
問
題
を
対
日
理
事
会
で
の
議
題
に

す
る
よ
う
迫
っ
た
の
で
あ
る

）
。
し
か
し
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
も
認
め
ず
、
二
一
日
に
開
か
れ
た
対
日
理
事
会
で
捕
虜
送
還
問
題
を
議

題
と
し
た
。

こ
の
対
応
は
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
の
激
し
い
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。
彼
は
二
一
日
の
対
日
理
事
会
の
冒
頭
で
、
ソ
連
側
の
提
案
が
無

視
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
強
く
抗
議
し
た
。
ま
た
彼
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
目
論
む
対
日
理
事
会
で
の
日
本
人
の
送
還
問
題
の
討
議
は
、

日
本
に
お
い
て
ソ
連
に
敵
対
す
る
宣
伝
を
強
め
る
た
め
の
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
彼
は
、

ア
メ
リ
カ
軍
司
令
部
と

吉
田
が
率
い
る
日
本
政
府
は
、
ソ
連
か
ら
ま
だ
本
国
送
還
さ
れ
て
い
な
い
日
本
人
に
つ
い
て
法
外
な
数
字
を
発
表
し
、
そ
の
他
ソ
連

に
い
る
日
本
人
捕
虜
の
状
態
に
関
し
て
、
ま
た
ソ
連
の
国
内
状
況
全
般
に
関
し
て
誹
謗
的
な
言
葉
を
広
め
て
い
る

と
主
張
し
た
。

し
か
し
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
ソ
連
側
の
最
初
の
提
案
は
日
本
政
府
の
行
動
の
再
検
討
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
受
理
し
な
か

っ
た
と
し
、
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
の
抗
議
を
強
引
に
押
し
切
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
、
ソ
連
代
表
団
は
そ
ろ
っ
て
議
場
か

ら
退
席
し
た

）
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
う
し
た
動
き
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
会
議
を
続
行
し
、
第
四
四
回
対
日
理
事
会
以
来
の
抑
留
問

題
に
関
す
る
大
演
説
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
っ
た
。
第
一
点
は
、
現
時
点
で
大
連
、
樺
太
、
千
島
、

そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
を
含
む
ソ
連
支
配
地
域
か
ら
帰
還
し
て
い
な
い
日
本
人
は
三
一
万
六
六
一
七
人
で
、
満
州
か
ら
帰
還
し
て
い
な
い
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日
本
人
は
六
万
三
一
二
人
と
推
定
さ
れ
る
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
数
字
が
日
本
政
府
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
に
説
明
し
た
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
一
九
四
九
年
五
月
時
点
で
の
未
帰
還
者
数
を
四
六
万
九
〇
〇
〇
人
と
し
た
日
米
両
国

の
公
式
数
字
か
ら
そ
れ
以
降
の
帰
還
者
数
を
減
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
日
本
側
が
内
々
に
示
し
た
未
帰
還
数
に
つ
い
て

の
計
算
は
、
こ
こ
で
は
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
抑
留
中
に
死
亡
し
た
日
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の
推
定
数
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
抑
留
中
の
死
亡
率

と
死
亡
者
の
概
数
を
統
計
的
に
算
出
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
述
べ
た
。
ま
ず
一
九
四
五
年
の
最
悪
の
冬
に
は
死
亡
率
が
一

〇
％
で
死
者
は
二
七
万
二
三
四
九
人
、
以
下
一
九
四
六
年
に
は
七
％
で
七
万
七
八
一
六
人
、
一
九
四
七
年
は
三
・
七
％
で
一
万
九
六

六
八
人
、
一
九
四
八
年
は
二
％
で
四
二
〇
八
人
、
つ
ま
り
統
計
的
に
は
総
計
で
三
七
万
四
〇
四
一
人
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
と

言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
衝
撃
的
な
数
字
を
示
し
た
後
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
が
事
実
な
の
か
と
問
い
か
け
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
や
日
本
国
民
ば
か
り
で
な
く
、

文
明
世
界
す
べ
て
が
事
実
を
知
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る

と
結
ん
だ
。
明
ら
か
に
、
彼
は
こ

こ
に
国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
演
説
の
後
に
発
言
を
求
め
た
英
連
邦
代
表
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
）
ホ
ジ
ソ
ン
は
、
ソ
連
代
表
が
国
際
会
議
を
退
場
す
る

の
は
国
連
安
全
保
障
理
事
国
が
ペ
ル
シ
ア
問
題
を
討
議
し
た
際
に
行
っ
た
の
に
続
い
て
二
度
目
だ
と
指
摘
し
た
後
に
、
日
本
人
抑
留

者
の
問
題
は
対
日
理
事
会
の
管
轄
で
あ
っ
て
取
り
上
げ
る
の
は
当
然
だ
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
ソ
連
は
一
二
月
八
日
に
一
九

二
九
年
の
捕
虜
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
に
署
名
し
て
お
り
、
ま
た
国
連
世
界
人
権
宣
言
に
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

利
用
し
て
ス
イ
ス
の
よ
う
な
中
立
国
、
あ
る
い
は
国
際
赤
十
字
の
機
関
を
通
じ
て
ソ
連
側
に

日
本
人
捕
虜

に
関
す
る
情
報
を
要

求
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た

）
。
彼
は
発
言
の
冒
頭
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ソ
連
側
提
案
を
受
理
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
て
お
り
、
す
べ
て
が
ア
メ
リ
カ
側
と
予
め
示
し
合
わ
せ
て
表
明
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
ホ
ジ
ソ
ン
の
発
言
が
ア
メ
リ
カ
側
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
翌
二
二
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
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昨
日
の

英
連
邦
代
表
の
賢
明
な
示
唆

を
受
け
容
れ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に

必
要
な
取
り
決
め
を
行
う
た
め
の
交
渉
を
す
る
よ
う

求
め
た

と
す
る
声
明
を
発
し
た

）
。
お
そ
ら
く
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
と
吉
田
が
画
策
し
た
国
際
連
合
へ
の
提
起
よ
り
も
、
ま
ず
は
ホ
ジ
ソ

ン
の
提
案
を
採
用
す
べ
き
だ
と
す
る
判
断
が
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ホ
ジ
ソ
ン
提
案

に
従
っ
て
、
三
〇
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
覚
書
を
送
っ
た
。
そ
れ
は
、
五
月
二
〇
日
に
ソ
連
政
府
が
発
表
し
た
抑
留

中
の

日
本
人
捕
虜

に
つ
い
て
の
数
字
と

日
本
政
府
に
よ
っ
て
記
録
整
理
さ
れ
た
数
字

が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
乖
離
す
る
の

で
、
こ
の
件
を
解
決
す
る
た
め
に
適
し
た
国
際
的
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
に
ソ
連
政
府
が
同
意
す
る
よ
う
勧
め
る
（ur

g
e

）
と
い
う

内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
覚
書
送
付
の
件
を
三
〇
日
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
伝
え
た
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
も
同
様
の
申

し
出
を
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
行
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
書
き
、
さ
ら
に
上
記
の
覚
書
の
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
た

）
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
こ
の
覚
書
の
発
表
に
選
ん
だ
場
所
は
、
翌
一
九
五
〇
年
一
月
四
日
に
開
か
れ
た
対
日
理
事
会
特
別
会
議
（
第
一
〇

四
回
）
で
あ
っ
た

）
。
こ
こ
で
も
ソ
連
代
表
は
、
こ
の
件
を
対
日
理
事
会
で
取
り
上
げ
る
の
は
不
当
だ
と
抗
議
し
て
退
場
し
た
。
し
か

し
、
も
は
や
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ホ
ジ
ソ
ン
は
追
及
を
止
め
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
一
八
日
に
第
一
〇
五
回
対
日
理
事
会
を
開
催
し
、
日
本

人
抑
留
者
の
引
揚
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
代
表
は
こ
の
日
も
抗
議
し
て
退
場
し
た
。
こ
の
後
、
ホ
ジ
ソ
ン
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
五
日
に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
駐
在
す
る
ソ
連
大
使
に
ア
メ
リ
カ
政
府
と
同
様
の

日
本
人
捕
虜
送
還

に
関
す
る
覚

書
を
送
付
し
た
と
発
表
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
今
後
対
日
理
事
会
が
こ
の
問
題
を
継
続
審
議
す
る
よ
う
提
案
し
、
さ
ら
に
国
際
赤
十

字
に
は
日
本
人
俘
虜
の
抑
留
状
況
に
つ
い
て
調
査
す
る
権
限
が
あ
る
の
で
、
対
日
理
事
会
は
調
査
を
促
進
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置

を
と
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
同
調
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
先
に
行
っ
た
申
し
入
れ
に
対
し
て
ソ
連
側
は
何

も
回
答
を
寄
こ
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
一
八
日
に
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
二
五
〇
〇
名
の

日
本
人
俘
虜

を
送
還
す
る
の
で
船

を
送
る
よ
う
要
請
し
て
き
た
と
説
明
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
こ
れ
は
前
年
の
ソ
連
の
対
応
と
異
な
る
も
の
だ
と
皮
肉
り
、
ソ
連
非
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難
の
姿
勢
を
取
り
続
け
た

）
。

他
方
で
、
ソ
連
指
導
部
も
こ
の
問
題
で
譲
歩
す
る
姿
勢
を
ま
っ
た
く
見
せ
な
か
っ
た
。
前
年
の
一
二
月
一
六
日
か
ら
毛
沢
東
と
の

会
談
を
続
け
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
、
こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
は
些
事
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
彼
は
毛
沢

東
に
対
し
て
日
本
は
ま
だ
戦
争
が
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
も
戦
争
を
恐
れ
て
い
る
と
す
る
認
識
を
示
し
た
。
明
ら
か
に

彼
は
、
金
日
成
の
武
力
に
よ
る
朝
鮮
半
島
統
一
の
動
き
を
支
援
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る

）
。
日
本
人
の
抑
留
問
題
で
彼

が
と
っ
た
行
動
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
張
状
態
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
月
三
一
日
に
対
日
理
事
会
ソ
連
代
表
を

通
じ
て
、
ソ
連
側
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
日
本
人
の
抑
留
問
題
は
対
日
理
事
会
の
権
限
外
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
が
日
程
に
上
が
る
限

り
ソ
連
代
表
は
参
加
し
な
い
と
通
告
し
た

）
。

さ
ら
に
二
月
一
日
に
は
パ
ニ
ュ
ー
シ
キ
ン
が
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
と
の
会
談
後
に
記
者
会
見
を
し
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
行
わ
れ
て

い
た
日
本
軍
の
細
菌
部
隊
に
対
す
る
軍
事
裁
判
に
関
連
し
、
ソ
連
政
府
は
天
皇
を
戦
犯
と
し
て
極
東
軍
事
裁
判
に
付
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
と
表
明
し
た
。
こ
の
動
き
に
つ
い
て

朝
日
新
聞

は
、
ソ
連
側
は

日
本
人
捕
虜
を
送
還
せ
よ
と
の
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元

帥
お
よ
び
米
政
府
の
強
硬
な
対
ソ
要
求
に
対
し
て
も
つ
日
本
人
の
注
意
を
そ
ら
せ
る

こ
と
と
、
ア
メ
リ
カ
が
天
皇
を
守
る
姿
勢
を

と
る
よ
う
に
追
い
込
み
、
そ
れ
を

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
反
米
宣
伝
に
利
用
す
る

つ
も
り
だ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
交
筋
は
理
解

し
て
い
る
と
伝
え
た

）
。
お
そ
ら
く
こ
の
解
説
は
正
確
に
ソ
連
側
の
意
図
を
捉
え
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
吉
田
政
権
が
外
交
面
で

既
に
反
ソ
姿
勢
を
固
め
て
い
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
取
っ
て
も
ソ
連
と
し
て
何
も
失
う
も
の
は
な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る

）
。

抑
留
問
題
で
の
西
側
諸
国
と
ソ
連
と
の
全
面
的
な
対
決
状
態
は
、
四
月
二
二
日
の
タ
ス
報
道
に
よ
っ
て
さ
ら
に
進
行
し
た
。
こ
こ

で
ソ
連
側
は
ま
た
も
や
新
聞
報
道
を
通
じ
て
、
前
年
五
月
二
〇
日
に
ソ
連
閣
僚
会
議
捕
虜
担
当
全
権
局
が
発
表
し
た

日
本
人
捕

虜

の
本
国
送
還
の
作
業
が
完
了
し
た
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
集
大
成
と
し
て
、
戦
犯
と
し
て
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
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る
者
は
一
四
八
七
人
で
あ
り
、
そ
の
他
に
治
療
中
の
者
が
九
人
、
中
国
人
民
に
対
し
て
重
大
な
犯
罪
を
行
い
、
中
華
人
民
共
和
国
に

引
き
渡
さ
れ
た
者
が
九
七
一
人
い
る
と
し
、
結
局
ソ
連
側
は
七
万
八
八
〇
人
を
戦
場
で
直
接
釈
放
し
、
五
一
万
四
〇
九
人
を
日
本
の

降
伏
以
降
に
本
国
送
還
し
た
と
説
明
し
た

）
。
こ
こ
で
も
ソ
連
側
は
、
抑
留
中
に
死
亡
し
た
日
本
人
に
つ
い
て
一
言
も
述
べ
な
か
っ
た
。

ま
た
抑
留
が
一
般
民
間
人
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
何
も
語
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ソ
連
側
は
、
最
早
こ
の
問

題
で
日
米
両
国
の
政
府
が
問
題
を
提
起
し
て
も
答
え
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

）
。

吉
田
は
こ
れ
に
対
し
て
談
話
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は

タ
ス
の
通
信
の
発
表
に
接
し
政
府
は
国
民
と
と
も
に
驚
愕
し
納
得
致
し
か

ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
留
守
家
族
の
人
達
も
さ
だ
め
し
心
を
痛
め
て
い
ら
れ
る
こ
と
と
察
し
同
情
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る

と
切

り
出
し
、

ソ
連
地
域
及
び
中
華
民
国
に
未
だ
相
当
多
数
の
日
本
人
が
残
留
し
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
、
之
が
速
や
か
な
る

送
還
を
実
現
さ
れ
た
い

、
ま
た

ソ
連
領
土
内
抑
留
中
の
死
亡
者
の
氏
名
を
通
告
さ
れ
た
い

と
連
合
国
総
司
令
部
に
対
し
要
請

す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
。
こ
の
談
話
は
、
発
表
す
る
前
に
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
の
了
解
を
求
め
て
い
た
。
案
文
を
見
た
彼
は

v
ery

g
o
o
d

と
評
価
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
事
実
を
伝
え
る
外
務
省
内
で
作
成
さ
れ
た
文
書
は
、
こ
の
時
の
打
ち
合
わ
せ
の
後

に
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
、
先
に
総
司
令
部
で
作
成
し
た

ソ
連
俘
虜
収
容
所
に
於
け
る
日
本
人
俘
虜
の
生
死
に
関
す
る
特
別
報
告

）

を
和

訳
し
て
、

大
々
的
に
宣
伝
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
宣
伝
弘
報
方
に
つ
い
て
総
司
令
部
は
全
面
的
に
援
助
す
る
。
資
金
面
に
も
百

万
弗
を
単
位
と
す
る
位
に
援
助
し
よ
う

と
表
明
し
た

趣
で
あ
る

と
記
し
て
い
た

）
。
抑
留
問
題
を
め
ぐ
る
吉
田
と
ウ
ィ
ロ
ビ
ー

の
関
係
は
き
わ
め
て
緊
密
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
会
で
も
、
お
そ
ら
く
は
吉
田
自
身
の
強
い
指
導
力
の
下
に
、
衆
議
院
が
五
月
二
日
に
未
帰
還
同
胞
の
引
揚
促
進
と

実
体
調
査

等

を
国
際
連
合
に
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は

連
合
国
最
高
司
令
官
に
対
し
国
際
連
合
を
通
じ
て
世
界
の
正
義
と
世
論

に
訴
え
本
件
の
速
や
か
な
る
解
決
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
援
助
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
請
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、

も
は
や
ソ
連
を
名
指
し
で
批
判
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
姿
勢
は
微
塵
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
強
硬
に
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反
対
し
た
。
し
か
し
、
衆
議
院
本
会
議
は
多
数
に
よ
っ
て
こ
れ
を
採
択
し
た

）
。
こ
の
決
議
の
採
択
は
、
占
領
下
の
日
本
が
ス
タ
ー
リ

ン
の
ソ
連
と
正
面
か
ら
対
決
す
る
路
線
を
選
択
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
日
米
安
保
条
約
の
裏
面
を
な
す
対
ソ
政
策
が
、

こ
こ
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
こ
の
要
請
は
足
踏
み
し
た
が
、
一
二
月
に
な
っ
て
国
際
連
合
総
会
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
の
要
求
で
ソ
連
に
囚
わ
れ
て
い
る
捕
虜
の
帰
国
を
要
求
す
る
決
議
案
を
採
択
し
た
。
し
か
し
、
国
際
連
合
に
設
置
さ
れ
た
調

査
委
員
会
は
ソ
連
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
何
の
成
果
も
挙
げ
な
か
っ
た
。

結

語

戦
後
の
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
与
と
ソ
連
軍
の
参
戦
に
衝
撃
を
受
け
て
敗
戦
を
認
め
た
時
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
後
、
連
合
国
に
よ
る
占
領
と
い
う
事
態
の
中
で
、
日
本
政
府
は
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て
海
外
に
い
る
日
本
人
を
帰
国

さ
せ
る
と
い
う
事
業
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
占
領
の
中
心
勢
力
と
な
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
事
業
を
全
面
的
に
支

援
し
た
。
し
か
し
対
照
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
樺
太
、
千
島
列
島
、
北
朝
鮮
、
そ
し
て
中
国
領
土
内
に
い
た
日
本
人
を
拘
留
し
、
そ

の
一
部
を
ソ
連
へ
連
行
す
る
こ
と
を
命
じ
た
た
め
に
、
日
本
政
府
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
依
拠
し
て
、
彼
ら
の
帰
還
を
目

指
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
六
年
一
二
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
と
ソ
連
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
協
定
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
彼
ら
の
日
本
へ
の
送

還
が
始
ま
っ
た
が
、
敗
戦
時
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
生
き
て
い
た
日
本
人
の
総
数
が
不
確
か
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
日
本
人

が
ソ
連
の
支
配
下
に
残
り
続
け
た
の
か
、
正
確
に
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
一
般
に

シ
ベ
リ
ア
抑
留

と
い
う
言
葉
が
含
意

す
る
も
の
と
異
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
準
備
し
た
帰
還
船
を
利
用
し
た
の
は
日
本
帝
国
の
軍
隊
に
属
し
て
い
た
人
々
だ
け
で
は
な
か
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っ
た
。
一
般
民
間
人
も
、
こ
れ
ら
の
船
に
よ
っ
て
日
本
に
送
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
側
は
抑
留
し
た
日
本
人
の
総
数
に
つ
い
て

故
意
に
沈
黙
を
続
け
、
自
国
に
残
る
日
本
人
が
少
な
く
な
っ
た
時
点
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
を
見
せ

た
。
し
か
し
、
数
度
に
わ
た
る
ソ
連
側
発
表
は
、
彼
ら
が
送
還
す
る
人
々
の
中
に
加
え
て
い
た
日
本
人
民
間
人
に
つ
い
て
何
も
述
べ

て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
日
本
に
帰
国
し
た
人
々
に
つ
い
て
詳
細
な
資
料
を
作
成
し
て
い
た
日
本
政
府
の
担
当
官
も
、
最
終
的
に

ど
れ
ほ
ど
の
人
数
が
ソ
連
領
に
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
正
確
に
つ
か
め
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
問
題
は
次
第
に
冷
戦
状
況
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
と
っ
て
こ
の
問

題
は
人
道
的
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
を
ソ
連
（
共
産
党
）
の
影
響
か
ら

守
る

た
め
の
政
治
的
問
題
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
ソ
連
残
留
日
本
人
の
で
き
る
だ
け
正
確
な
人
数
を
探
し
求
め
た
復
員
局
や
外
務
省
の
担
当
者
は
、
ソ
連
ば
か

り
か
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
も
困
難
な
折
衝
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
置
か
れ
た
。
当
然
、
こ
の
時
期
の
大
半
に
お
い
て
外
交
の

中
心
に
位
置
し
た
吉
田
茂
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
対
応
は
、
非
常
に
微
妙
で
あ
っ
た
。
彼
は
米
ソ
対
立
が
進
む
状
況
の
中
で
、
ソ
連

に
残
留
す
る
日
本
人
を
帰
還
さ
せ
る
課
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
史
料
を
十
分
に
利
用
し
た
と
は
言

え
な
い
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
彼
は
次
第
に
冷
戦
状
況
の
中
で
日
本
の
外
交
を
組
み
立
て
る
と
い
う
課
題
を
重
視
し
て
い
っ
た
よ

う
に
見
え
る
。
よ
り
直
截
に
言
え
ば
、
彼
は
次
第
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
中
で
も
反
ソ
的
な
諜
報
担
当
者
と
気
脈
を
通
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
だ
と
政
治
的
に
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

国
土
の
一
部
を
米
軍
の
基
地
と
し
て
提
供
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
安
全
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
究
極
の
判
断
が
、

日
本
人
本
国
送
還
の
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
は
将
来
の
対
ソ
関
係
を
考
え
て
日
米
同
盟
を
選

択
す
る
以
前
に
、
現
在
の
抑
留
と
い
う
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
対
米
依
存
を
選
択
す
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
日
本
国
民
の
大
半
は
、
領
土
問
題
で
は
な
く
、
冷
戦
下
の
抑
留
と
そ
の
帰
還
の
状
況
を
見
て
、
極
度
に
片
務
的
な
一

九
五
一
年
の
日
米
安
保
条
約
を
求
め
た
吉
田
の
選
択
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
然
的
に
強
い
反
ソ
姿
勢
を
基
礎
と
す
る
も
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の
で
あ
っ
た
。

（
1
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7‐

1
‐
2
‐9

、

対
日
理
事
会
に
お
け
る
ソ
連
地
区
引
揚
問
題
討
議
関
係
一
件

、SC
A
P
Q
u
eries

S
o
viet

o
n
R
es
u
m
ptio

n
of

R
e
p
atriatio

n,
1
7

M
arc

h,
1
9
4
9.

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
研
究
者
カ
タ
ソ
ノ
ワ
は
こ
の
書

簡
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
三
月
一
八
日
付
の

朝
日
新
聞

は

シ
ベ
リ
ア
引
揚
再
開
、
総
司
令
部
か
ら
書
簡
で
要
求

と

い
う
見
出
し
の
記
事
を
掲
げ
て
お
り
、
総
司
令
部
が
三
月
一
七
日
に
記
者
会
見
を
し
、
同
日
付
で
デ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
に
書
簡
を
送
り
、
輸
送

再
開
の
正
確
な
期
日
に
つ
い
て
情
報
を
求
め
た
と
発
表
し
た
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
総
司
令
部
が
、
出
し
て
い
な
い
書
簡
を
出
し
た
と

主
張
し
た
と
解
釈
す
る
理
由
は
な
い
。

（
2
）

官
報

号
外
（
昭
和
二
四
年
四
月
五
日
）
第
五
回
国
会
、
衆
議
院
会
議
録
第
一
一
号
一
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
3
）R

ecords
of

F
E
C,
1
9
4
5
‐1
95
1,

series7,
F
E
C

R
efere

n
ce

S
u
bjects

Files,
1
9
4
5
‐1
9
5
1,

R
e
p
atriatio

n
of

Ja
p
a
n
ese

P
O
W
s,

F
old

er2,
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

A
pril25,

1
94
9,

N
O.28

8.

（
4
）

官
報

号
外
（
昭
和
二
四
年
四
月
二
七
日
）
第
五
回
国
会
、
衆
議
院
会
議
録
第
二
二
号
、
二
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
5
）

Ja
p
a
n
hits

R
u
ssia

for
h
oldin

g
P
W'
s,"

N
e
w

Y
or

k
T
i
m
es,

A
pril2

7,
1
9
4
9.

（
6
）R

ecords
of

F
E
C,

series8,
R
e
p
atriatio

n:
F
ro

m
S
o
viet

U
nio

n,
G
H
Q/

F
ar

E
aster

n
C
o
m
m
a
n
d,

P
u
blic

Infor
m
a‑

tio
n
S
ectio

n,
10

M
a
y19

50,
S
u
bsta

n
ce

of
R
e
m
ar
k
s
b
y
th

e
H
o
n
ora

ble
W
illia

m
J.

S
e
b
ald,

A
n
n
e
x1,

G
H
Q/
S
C
A
P

D
iplo

m
atic

S
ectio

n,
T
o
k
y
o,

A
pril2

9,
1
9
50.

（
7
）E.

L.
K
ataso

n
o
v
a,

o
p.
cit.,

p
p.1
52
‐1
5
3.

邦
訳
、
一
三
三
～
一
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
8
）Ibid,

p.1
5
3.

邦
訳
、
一
三
四
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
訳
文
は
改
め
た
。

（
9
）A.

A.
D
a
nilo

v,
A.

V.
P
y
z
hik

o
v,

R
oz

h
d
e
nie

sv
er
k
h
d
erz

h
a
v
y,

M
os

k
v
a,
20
0
1,

p.89.

（
10
）

M.
M.

Z
a
g
or
yl'

k
o,

e
d.,

V
o
e
n
n
o
ple

n
n
y
e
v
S
S
S
R,
1
9
3
9‐
19
5
6,

v
ol.4,

p.9
4
0.

こ
の
協
議
会
の
開
催
月
日
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
主
報
告
の
中
に
、
二
月
二
三
日
付
の
内
務
省
令
〇
〇
一
七
六
号
を
本
日
受
け
取
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
二
月
末
と
推

定
で
き
る
。Ibid,

p.9
37.

（
11
）

カ
ル
ポ
フ
は
根
拠
を
示
さ
ず
に
、
ソ
連
閣
僚
会
議
は
二
月
に

一
九
四
九
年
中
に
完
全
に
本
国
送
還
す
る
決
定
を
し
た

と
書
い
て
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い
る
。V.

K
arp

o
v,

o
p.
cit.,

p.2
65,

邦
訳
、
三
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
12
）P

ra
v
d
a,
2
0

M
aia,

19
49.

p.2.
（
13
）

正
確
に
は
、

シ
ベ
リ
ヤ

三
二
万
四
六
〇
七
人
、

四
島
か
ら
太

八
万
四
一
三
六
人
、

満
洲

六
万
三
一
六
人
、
合
計
四
六
万

九
〇
五
九
人
と
さ
れ
て
い
た
。
日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1‐
2‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

極
秘
、
未
引
揚
数
に
関
す
る
件

（
N.
D.
恐
ら
く
一
九
四
九
年
一
一
月
末
頃
に
、
外
務
省
管
理
局
内
で
作
成
さ
れ
た
も
の
）。

（
14
）

官
報

（
昭
和
二
四
年
五
月
二
一
日
）、
第
五
回
国
会
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
一
一
号
、
一
～
二
ペ
ー
ジ
。

（
15
）N

ip
p
o
n
T
i
m
es,

M
a
y22,

19
4
9,

p.1,
R
u
ssia

n
is

m
u
m
o
n
w
h
erea

b
o
uts

of3
0
0.0

0
0

P
O
W'
s

、

読
売
新
聞

昭
和
二

二
年
五
月
二
二
日
、
一
面
。

ソ
連
・
責
任
な
し

。

（
16
）

官
報

号
外
（
昭
和
二
四
年
五
月
二
二
日
）、
衆
議
院
会
議
録
第
三
五
号
、
ソ
連
よ
り
の
引
揚
問
題
に
関
す
る
中
山
君
の
緊
急
質
問
、

八
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
17
）

官
報

号
外
（
昭
和
二
四
年
五
月
二
三
日
）、
参
議
院
会
議
録
第
三
一
号
、
ソ
連
当
局
の
残
留
者
総
数
の
発
表
に
関
す
る
緊
急
質
問
、

七
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
18
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7‐

1
‐2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

引
揚
の
統
計
に
関
す
る

件
、（
倭
島
局
長
用
）
（
二
四
、
一
〇
、
七
）
と
題
す
る
極
秘
メ
モ
の
八
～
九
ペ
ー
ジ
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
総
司
令
部
発
表
の
形
式

と
基
本
数
は
変
化
し
た
が
、
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
よ
り
、
満
州
一
三
〇
万
九
〇
〇
〇
人
、
ロ
シ
ア
地
区
と
し
て
、
北
朝
鮮
二
六
万

七
七
一
八
人
、
千
島
四
万
三
三
四
五
人
、
サ
ハ
リ
ン
四
四
万
九
〇
〇
〇
人
、
シ
ベ
リ
ア
七
〇
万
人
と
し
て
、
常
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
あ
る
。（
以
下
こ
の
文
書
は

引
揚
の
統
計
に
関
す
る
件
、（
倭
島
局
長
用
）

と
記
し
、
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
）。

（
19
）

読
売
新
聞

昭
和
二
四
年
五
月
二
七
日
号
一
面
。

日
本
の
数
字
正
確

。

（
20
）

第
五
回
国
会
、
衆
議
院
海
外
同
胞
引
揚
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
九
号

（
昭
和
二
四
年
五
月
三
〇
日
）、
倭
島
批
判
は
四
ペ

ー
ジ
、
引
用
し
た
横
田
発
言
は
七
ペ
ー
ジ
。

（
21
）

総
司
令
部
の
計
算
が
、
そ
も
そ
も
は
こ
の
重
光
書
簡
と
、
昭
和
二
一
年
二
月
一
三
日
付
で
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
が
総
司
令
部
に
送

っ
た
書
簡
を
基
本
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
に
お
い
て
倭
島
管
理
局
長
も
認
め
て
い
る
。
日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐1‐
2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

引
揚
の
統
計
に
関
す
る
件
、
倭
島
局
長
用

（
二
四
、
一
〇
、
七
）、
二
～
四
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ペ
ー
ジ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
質
問
は
日
本
政
府
批
判
と
し
て
最
も
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
22
）

同
右
、

ソ
連
地
区
引
揚
に
つ
い
て

（
四
九
・
五
・
二
八
）。

（
23
）

同
右
、

極
秘
、
未
引
揚
数
に
関
す
る
件

。
こ
の
文
書
に
関
す
る
註
（
12
）
も
参
照
。

（
24
）

同
右
、
山
川

引
揚
に
関
す
る

ソ

連
発
表
以
後
の
経
緯
概
要
報
告

昭
和
二
四
年
五
月
二
六
日
。

（
25
）

同
右
、
山
川

ソ

連
地
区
引
揚
統
計
会
議
の
件

。
表
題
に

二
四
・
五
・
二
〇
頃
?

と
あ
る
。
こ
の
メ
モ
に
つ
い
て
は
、
同

じ
綴
り
に
あ
る

引
揚
に
関
す
る

ソ

連
発
表
以
後
の
経
緯
概
要
報
告
（
国
会
関
係
を
除
く
）

と
題
す
る
日
記
風
の
文
書
の
記
述
に

基
づ
き
、
日
付
を
特
定
し
た
。
な
お
、
こ
こ
に
あ
る

満
洲
、
ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
動
態
表

は
見
当
た
ら
な
い
。

（
26
）

同
右
、
山
川

ソ
連
地
区
関
係
数
字
取
扱
い
に
関
す
る
会
議

二
四
年
六
月
一
日
。
こ
の
日
の
会
議
で
は

総
司
令
部
が
最
悪
の
場

合
に
数
字
に
関
す
る
全
て
の
責
任
を
日
本
側
に
転
嫁
す
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
数
字
に
関
す
る
決
定
的
な
態
度
に
つ
い
て
、
援
護
庁
長

官
、
次
長
、
管
理
局
長
等
が

G3
と
談
合
し
て
両
者
の
意
見
の
一
致
を
図
り
、
か
つ
出
来
得
れ
ば

G
H
Qよ
り
渉
外
局
を
通
じ
て
本
件
に

関
す
る

G
H
Q
の
見
解
を
弘
く
国
民
に
公
表
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
方
が
よ
い
と
の
結
論
と
な
っ
た

。
ま
た
同
じ
文
書
綴
り
に
あ
る

極
秘
、
未
引
揚
数
に
関
す
る
件

（
N.
D.

一
九
五
〇
?
）
も
利
用
し
た
。

（
27
）

読
売
新
聞

昭
和
二
四
年
五
月
二
八
日
号
一
面
。

マ
元
帥

日
本
政
府
支
持
、
首
相
、
残
留
邦
人
問
題
で
訪
問

。

（
28
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7‐

1
‐2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

ソ
連
地
区
引
揚
に
つ
い

て

（
四
九
・
五
・
二
八
）。

（
29
）

読
売
新
聞

昭
和
二
四
年
六
月
二
日
号
一
面
、

首
相
抱
負
を
語
る

。
活
字
が
読
め
な
い
と
こ
ろ
は
、

,
J
u
n
e2,

19
49,

p.2,
T
a
x
atio

n
refor

m
liste

d
b
y
Y
os
hid

a
as

of
N
o.1

pro
ble

m"

に
あ
る
吉
田
の
回
答
で
補
っ
た
。

（
30
）Ibid,

J
u
n
e2,

19
49,

p.1,
S
C
A
P
a
n
n
o
u
n
ces

fig
u
res

o
n
P
W'
s"

（
31
）

註
（
24
）
で
引
用
し
た
文
書
に
続
く
形
で
綴
じ
ら
れ
た
、

六
月
六
日

と
あ
る
メ
モ
。

（
32
）R

ecords
of

F
E
C,

series8,
R
e
p
atriatio

n:
F
ro

m
S
o
viet

U
nio

n,
G
H
Q/

F
ar

E
aster

n
C
o
m
m
a
n
d,

P
u
blic

Infor
m
a‑

tio
n
S
ectio

n,
10

M
a
y19

50,
S
u
bsta

n
ce

of
R
e
m
ar
k
s
b
y
th

e
H
o
n
ora

ble
W
illia

m
J.

S
e
b
ald,

A
n
n
e
x1,

G
H
Q/
S
C
A
P

D
iplo

m
atic

S
ectio

n,
T
o
k
y
o,

A
pril2

9,
1
9
50.

（
33
）F

R
U
S,
1
94
9,

v
ol.7,

T
h
e
F
ar

E
ast

a
n
d
A
u
stralasia,

p
art2,

p
p.7
7
1‐
77
2.
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（
34
）

引
揚
の
統
計
に
関
す
る
件
、（
倭
島
局
長
用
）
、
一
二
～
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
35
）

同
右
、
一
五
～
二
一
ペ
ー
ジ
。
及
び
、
こ
れ
に
付
さ
れ
た
別
添
四
、
別
添
五
を
参
照
し
た
。

（
36
）

同
右
、
前
掲

極
秘
、
未
引
揚
数
に
関
す
る
件

。

（
37
）

同
右
、
管
理
局
引
揚
渡
航
課

本
年
度
の
引
揚
状
況
概
観

（
一
九
四
九
、
一
二
、
一
三
?
）
の
附
録
一
に
よ
る
。

（
38
）V.

K
arp

o
v,

o
p.
cit.,

p
p.2
6
6
‐
2
67.

邦
訳
、
三
〇
九
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
も
カ
ル
ポ
フ
は
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
六
月

一
〇
日
に
閣
僚
会
議
決
定
が
採
択
さ
れ
た
事
実
は
以
下
の
文
献
で
も
確
認
で
き
る
。M.

M.
Z
a
g
or
ul'

k
o,

e
d.,

V
o
e
n
n
o
ple

n
n
y
e
v

S
S
S
R,

p.8
94.

（
39
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐1
‐
2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、
管
理
局
引
揚
渡
航
課

本
年
度
の
引
揚
状
況
概
観

（
一
九
四
九
、
一
二
、
一
三
?
）
附
録
三
。
こ
れ
に
対
し
カ
ル
ポ
フ
は
、
一
九
四
九
年
一
二
月
三
一
日
付
の

ゴ
リ
コ
フ
本
国
送
還
局
長
か
ら
モ
ロ
ト
フ
宛
の
書
簡
で
は
、
送
還
者
数
は
九
万
三
八
五
八
人
と
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
も

典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。V.

K
arp

o
v,

o
p.
cit.,

p.2
7
1.

邦
訳
、
三
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
40
）

同
右
、K'7

‐
1
‐2
‐1
0

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
者
の
動
向

。
京
都
連
絡
調
整
事
務
局
長
成
田
勝
四
郎
か
ら
外
務
大
臣
宛

引
揚
再

開
第
一
回
帰
還
者
状
況
に
関
す
る
件

（
昭
和
二
四
年
六
月
二
九
日
）。

（
41
）

引
揚
援
護
庁
編

引
揚
援
護
の
記
録

（
東
京
、
一
九
五
〇
）
資
料
編
、
五
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
う
し
た
ソ
連
寄
り
の
態
度
を
と

っ
た
の
は
、
軍
人
（
兵
士
及
び
将
校
）
と
し
て
抑
留
さ
れ
た
者
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
ソ
連
支
配
地
域
か
ら
送
還

さ
れ
て
き
た
日
本
人
一
般
市
民
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
ソ
連
に
対
し
て
か
な
り
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
帰
国
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
以
下
を
参
照
。Co

ntrast
to

R
e
d=

In
d
octrin

ate
d
E
x‐

S
oldiers

M
ar
k
e
d
in

G
ro

u
p
L
o
n
g
Inter

n
e
d
b
y
R
u
s‑

sia
n
s,

N
e
w

Y
or

k
T
i
m
es"

J
uly2

n
d

,
1
9
4
9.

（R
ecords

of
F
E
C,

series7,
R
e
p
atriatio

n
s
of

Ja
p
a
n
ese

P
O
W
s(7.1

1),
F
old

er7

に
収
録
の
切
り
抜
き
記
事
）。

（
42
）

袖
井
林
二
郎
編
訳

吉
田
茂
=
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
集

（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
）、
文
書
一
一
一
、
一
一
二
、
一

一
三
（
二
五
九
～
二
六
二
ペ
ー
ジ
）。

（
43
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1‐
2‐
1
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
、
引
揚
対
策
及
び
引
揚
者
取
扱
関
係
第
一
巻

、

昭
和
二
四
年
七
月
七
日
付
成
田
勝
四
郎
発
外
務
大
臣
宛

引
揚
者
並
び
に
出
迎
団
体
の
混
乱
防
止
に
関
す
る
第
一
軍
団
民
事
部
長
覚
書
送
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付
の
件

。

（
44
）

同
右
、
極
秘

ソ
連
引
揚
者
対
策
打
合
会
の
件

（
昭
和
二
四
年
八
月
六
日
）。
及
び
、
極
秘

ソ
連
引
揚
者
対
策
に
関
す
る
件

（
昭
和
二
四
年
八
月
一
〇
日
）。

（
45
）

同
右
、
極
秘

引
揚
者
の
秩
序
保
持
に
関
す
る
件

（
二
四
・
八
・
一
〇
）、
及
び
［
外
務
］
大
臣
発
各
地
方
連
絡
調
整
事
務
局
長
宛

引
揚
者
の
秩
序
保
持
に
関
す
る
政
令
の
件

（
昭
和
二
四
年
八
月
一
二
日
）。

（
46
）R

ecords
of

F
E
C,

series7,
R
e
p
atriatio

n
s
of

Ja
p
a
n
ese

P
O
W
s(7.11),

F
old

er7,
U
S
S
R‐

E
aster

n
E
u
ro

p
e,

U
S
S
R

T
ra

n
s
m
itters,

O
v
erseas&

F
ar

E
aster

n
S
ervice,

A
u
g.2
5,

1
9
4
9.

（
47
）A.

M.
L
e
d
o
vs

kii,
R.

A.
M
iro

vits
k
aia,

V.
S.

M
ias

nik
o
v,

re
d.,

R
u
ss
k
o‐

kitais
kie

otn
os
h
e
niia

v
X
X
v
e
k
e,

to
m5,

k
n.
2
(

M.,
20
0
5),

d
o
k.
n
o.4
32,

p.63.

以
下
こ
の
資
料
集
はR‐

K
O

と
表
記
し
、
巻
数
、
文
書
番
号
と
ペ
ー
ジ
数
の
み
記
す
。

（
48
）

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
局
指
令
三
四
七
号
（
三
月
二
〇
日
）。
和
田
春
樹

歴
史
と
し
て
の
野
坂
参
三

（
平
凡
社
、
一
九
九

六
）、
二
一
五
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
は
ソ
連
共
産
党
文
書
を
保
管
す
る
モ
ス
ク
ワ
の
歴
史
史
料
館
に
残
る
日
本
共
産
党
の
文
書
で
あ
る
。
た
だ

し
、
日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
の
以
下
の
文
書
綴
り
に
含
め
ら
れ
た
指
令
三
四
七
号
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
事
務
局

ソ
同
盟
帰
還

者
の
受
入
態
勢
を
強
化
せ
よ

と
記
さ
れ
、
日
付
も
一
九
四
九
年
四
月
二
日
付
に
な
っ
て
い
る
。
語
句
の
違
い
は
写
し
間
違
い
と
み
な
せ

る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。K'7

‐
1‐
2‐
1
0

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
者
の
動
向

。

（
49
）R‐

K
O,

to
m5,

k
n.
2,

d
o
k.
n
o.47

8,
p
p.12

8
‐
1
32.

（
50
）Ibid.,

d
o
k.
n
o.4
9
0,

4
91,

4
92,

4
9
8,

5
00,

p
p.14

8
‐
1
64,

1
70
‐
1
7
5.

（
51
）

和
田
春
樹
は
赤
軍
諜
報
部
の
中
で
野
坂
参
三
に
つ
い
て
の
調
書
が
作
成
さ
れ
た
一
〇
月
二
九
日
の
時
点
で
、
ソ
連
側
は

日
本
共
産

党
に
対
す
る
政
策
を
変
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
た

と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
帰
還
兵
の
示
威
行
動
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、

ソ
連
指
導
部
の
対
日
政
策
の
変
化
を
遅
い
時
期
に
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

朝
鮮
戦
争
全
史

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
）、
七

四
ペ
ー
ジ
。

（
52
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、k'7

‐
1
‐2
‐
1‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
、
引
揚
対
策
及
び
引
揚
者
取
扱
関
係
第
一
巻

、

ソ
連
地
区
引
揚
関
係
数
字
に
関
す
る
会
議
の
件

（
日
付
は
二
五
?
・
一
〇
・
一
二
と
あ
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
昭
和
二
四
年
一
〇
月
一

二
日
で
あ
ろ
う
）。
こ
こ
に
は
、
一
〇
月
一
一
日
に
開
か
れ
た
会
議
の
模
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
山
復
員
課
長
は
、
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未
復
員
届
に
よ
る
ソ
連
地
区
未
帰
還
数

は
一
九
四
九
年
五
月
末
時
点
で
約
二
三
万
人
と
見
て
い
た
。
彼
は
こ
の
数
字
を
公
表
す
べ
き

だ
と
主
張
し
た
が
、
外
務
省
倭
島
局
長
は

数
字
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
を
日
本
政
府
か
ら
ひ
き
だ
そ
う
と
す
る
の
が
ソ
連
及
び
共
産

党
の
狙
い
だ

と
し
て
、
反
対
し
た
。
高
山
は
こ
の
他
に
も
、
最
新
の
調
査
に
基
づ
く
終
戦
時
の
在
満
兵
力
と
そ
の
中
の
シ
ベ
リ
ア
移
送

兵
力
、
北
朝
鮮
に
い
た
人
員
と
そ
の
中
で
シ
ベ
リ
ア
に
移
送
さ
れ
た
人
員
の
数
な
ど
を
詳
報
し
た
。

（
53
）

引
揚
の
統
計
に
関
す
る
件
、（
倭
島
局
長
用
）
、
二
一
～
二
五
ペ
ー
ジ
。
及
び
、
別
添
七
の
表
。
な
お
こ
の
と
き
日
本
側
は
、
陸
軍
、

海
軍
、
一
般
市
民
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
抑
留
者
数
を
計
算
し
た
表
と
、
留
守
宅
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
推
定
さ
れ
る
シ
ベ
リ
ア
関
係

残
留
者
数
（
一
九
万
六
九
四
九
人
）
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
に
手
交
し
た
。
上
記
別
添
七
は
陸
軍
関
係
の
表
で
あ
る
。

（
54
）

同
右
、
二
六
～
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
55
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1‐
2‐
1
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
、
引
揚
対
策
及
び
引
揚
者
取
扱
関
係
第
一
巻

、

引
揚
調
査
に
関
す
る
件

（
二
四
・
一
〇
・
二
一
）。

（
56
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7‐
1
‐2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

引
揚
問
題
に
関
す
る
ウ

ィ
ロ
ビ
ー
少
将
書
信
関
係

、G
e
n
eral

H
e
a
d
q
u
arters,

F
ar

E
ast

C
o
m
m
a
n
d,

M
ilitar

y
Intellig

e
n
ce

S
ectio

n,
G
e
n
eral

Staff,
C.

A.
W
illo

u
g
h
b
y
to

S
hig

er
u
Y
os
hid

a,
24

O
cto

b
er1

94
9.

（
57
）

同
右
、Yos

hid
a
to

C.
A.

W
illo

u
g
h
b
y,

O
cto

b
er2

7,
19
4
9.

こ
れ
は
左
肩
にT

h
e
G
ai
m
u
s
h
o,

T
o
k
y
o

と
記
し
た
用
紙
に

書
か
れ
て
い
る
が
、
差
出
人
の
名
前
は
な
い
。
内
容
か
ら
吉
田
と
判
断
し
た
。

（
58
）F

R
U
S,
1
94
9,

v
ol.7,

T
h
e
F
ar

E
ast&

A
u
stralasia,

p
art2,

p.9
0
8.

（
59
）

第
六
回
国
会
衆
議
院
、
海
外
同
胞
引
揚
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
二
号

（
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
一
日
）、
昭
和
二
四
年
一

二
月
一
三
日
発
行
、
七
ペ
ー
ジ
。

（
60
）

官
報
号
外

（
昭
和
二
四
年
一
二
月
一
日
、
参
議
院
会
議
録
第
二
二
号
）
三
〇
九
、
三
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
61
）

同
右
（
昭
和
二
四
年
一
二
月
三
日
、
衆
議
院
会
議
録
第
二
三
号
）
四
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
62
）

吉
田
茂
=
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
集

、
文
書
一
三
八
（
二
九
二
～
二
九
三
ペ
ー
ジ
）。R

ecords
of

F
E
C,

series7,
R
e
p
a‑

triatio
n
s
of

Ja
p
a
n
ese

P
O
W
s(7.11),

F
old

er1,
G
e
n
eral

H
e
a
d
q
u
arters

F
ar

E
aster

n
C
o
m
m
a
n
d,

P
u
blic

Infor
m
atio

n

O
ffice,

1
5

D
ece

m
b
er1

9
4
9.

こ
こ
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
記
者
会
見
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
抑
留
者
の
本
国
送
還
問
題
を

何
回
か
、
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長
い
こ
と
話
し
合
っ
た

事
実
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）

M.
M.

Z
a
g
or
yl'

k
o,

e
d.,

V
o
e
n
n
o
ple

n
n
y
e
v
S
S
S
R1
9
3
9‐
19
5
6,

p.8
7
6.

こ
れ
は
内
務
省
捕
虜
抑
留
者
管
理
総
局
が

日
本

人
捕
虜

の
本
国
送
還
の
過
程
に
つ
い
て
ま
と
め
た
調
査
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
作
成
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
は
資

料
作
成
時
点
（
一
九
四
九
年
一
二
月
二
一
日
）
で
、
内
務
省
の
収
容
所
に
四
五
七
三
人
の

日
本
人
捕
虜

が
い
る
と
し
て
い
る
。

（
64
）Ibid.,

p.9
8
4.

た
だ
し
こ
こ
で
は

捕
虜
と
抑
留
者

一
六
六
四
人
と
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）A

C
J,
1
0
2
‐
12
2,

21
D
ece

m
b
er1

94
9,

A
p
p
e
n
dix

A,
B,
C,

D.

（
66
）Ibid.,

p
p.1
‐
6.

（
67
）Ibid.,

p
p.8
‐
1
8,

1
9
‐
24.

（
68
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐1
‐
2
‐
1‐
9

、

対
日
理
事
会
に
お
け
る
ソ
連
地
区
引
揚
問
題
討
議
関
係
一
件

、G
e
n
eral

H
e
a
d
q
u
arters,

F
ar

E
aster

n
C
o
m
m
a
n
d,

P
u
blic

Infor
m
atio

n
O
ffice,

2
2

D
ece

m
b
er1

9
49,

G
e
n
eral

M
ac

A
rth

u
r
ac‑

ce
pts

C
o
u
n
cil

R
eco

m
m
e
n
d
atio

n.

（
69
）F

R
U
S,
1
94
9,

v
ol.7,

T
h
e
F
ar

E
ast&

A
u
stralasia,

p
art2,

p
p.9
38
‐
9
3
9.

（
70
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7
‐
1‐
2‐
1
‐
9

、

対
日
理
事
会
に
お
け
る
ソ
連
地
区
引
揚
問
題
討
議
関
係
一
件

、
表
題
な
し
で
、

二
五
、
一
、
四
、
引
揚
渡
航
課

と
記
さ
れ
た
文
書
。
こ
れ
は
同
日
開
か
れ
た
対
日
理
事
会
の
模
様
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
71
）

同
右
。

第
一
〇
五
回
対
日
理
事
会
に
つ
い
て

（
二
五
、
一
、
一
八
）。

（
72
）R‐

K
O,

to
m5,

k
n.
2,

d
o
k.
n
o.5
4
4,

p.2
29.

和
田
春
樹

朝
鮮
戦
争
全
史

、
八
九
～
九
〇
ペ
ー
ジ
も
参
照
。
た
だ
し
和
田
は
、

ス
タ
ー
リ
ン
は

中
国
革
命
の
勝
利
に
よ
っ
て
心
底
楽
観
的
に
な
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
73
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1‐
2‐
1
‐
9

、

対
日
理
事
会
に
お
け
る
ソ
連
地
区
引
揚
問
題
討
議
関
係
一
件

、

第
一
〇
六
回

対
日
理
事
会
報
告
の
件

。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
も
英
連
邦
も
ソ
連
代
表
の
参
加
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
人
捕
虜
送
還
問
題

を
取

り
上
げ
る
姿
勢
を
取
り
続
け
た
。

（
74
）

朝
日
新
聞

一
九
五
〇
年
二
月
三
日
号
一
面
、

天
皇
の
裁
判
を
要
求

。

（
75
）

ち
な
み
に
一
九
五
〇
年
の

初
頭
か
ら
二
月
の
頃

に
、
吉
田
は
早
期
講
和
の
背
踏
み
の
た
め
に
側
近
の
池
田
勇
人
蔵
相
を
ワ
シ
ン

ト
ン
に
送
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
四
月
二
五
日
に
池
田
が
日
本
を
発
つ
直
前
に
、
日
本
側
か
ら
基
地
供
与
の
提
案
を
し
て
も
構
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わ
な
い
と
す
る
意
思
表
示
を
ア
メ
リ
カ
側
に
す
る
よ
う
、
指
示
し
た
と
言
わ
れ
る
。
宮
沢
喜
一

東
京
│
ワ
シ
ン
ト
ン
の
密
談

（
中
公

文
庫
、
一
九
九
九
）、
四
一
、
四
七
ペ
ー
ジ
。
な
お
同
書
の
原
本
は
一
九
五
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
。

（
76
）P

ra
v
d
a,
2
2

a
prelia,19

5
0,

p.2.

（
77
）

こ
の
点
は
、
六
月
に
発
出
さ
れ
た
タ
ス
報
道
で
一
段
と
明
瞭
に
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
官
界
筋
で
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
…
…
ソ
連
に
い
た
日
本
人
捕
虜
の
人
数
に
つ
い
て
の
様
々
な
種
類
の
虚
偽
報
道

と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。Pra

v‑
d
a,
9

iu
nia,

1
95
0,

p.2.

（
78
）

日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1‐
2
‐1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

総
理
談

。

（
79
）

こ
の
報
告
は
英
文
と
そ
の
翻
訳
と
と
も
に
、
以
下
に
収
録
さ
れ
て
あ
る
。
日
本
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
、K'7

‐
1
‐2
‐1
2

、

米
国
極

東
軍
総
司
令
部
参
謀
部
軍
事
情
報
局
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
捕
虜
収
容
所
に
お
け
る
日
本
人
捕
虜
の
生
死
に
関
す
る
特
別
報
告
書
一
件

。

（
80
）

同
上
、K'7

‐1
‐
2
‐
1

、

ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
一
件
（
中
共
地
区
を
含
む
）
、

引
揚
完
了
に
関
す
る
タ
ス
通
信
問
題
取
扱
振
り

報
告

。

（
81
）

官
報
号
外

（
昭
和
二
五
年
五
月
三
日
）
第
七
回
衆
議
院
会
議
録
第
四
七
号
、
一
三
二
二
～
一
三
二
四
ペ
ー
ジ
。
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